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主な内主な内容容
特集「ペットはあなたの大切な家族です 特集「ペットはあなたの大切な家族です」」

写真でつづる登米市の 写真でつづる登米市の夏夏

成功させよう 成功させよう！！

仙台・宮城デスティネーションキャンペー　 仙台・宮城デスティネーションキャンペーンン

国民健康保険の被保険者証がカードになりま 国民健康保険の被保険者証がカードになりますす

 コメ型ナンバープレートの希望ナンバーの交付を開 コメ型ナンバープレートの希望ナンバーの交付を開始始

９町トピック ９町トピックスス

市民の広 市民の広場場

市からのお知らせ・暮らしの情 市からのお知らせ・暮らしの情報報

雨雲をも吹き飛ば雨雲をも吹き飛ばすす
一糸乱れぬ演一糸乱れぬ演舞舞
「2008YOSAKOI＆ねぷたinとよさと（8/14）「2008YOSAKOI＆ねぷたinとよさと（8/14）」」
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ペ
ッ
ト
は
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
で
す

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
家
族
の
一
員
と
し
て
ペ
ッ
ト
を
飼
う
家

庭
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
心
無
い
飼
い
主
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
や
虐
待
、
ま

た
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
多
く
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
は
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。
社
会
の
中
で
動
物
た
ち

２０

２６

と
と
も
に
生
き
る
た
め
に
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
登
場
す
る
動
物

た
ち
の
愛
く
る
し
い
姿
を
見
て
、「
か
わ

い
い
」「
飼
い
た
い
」
と
思
う
人
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
捨
て

ら
れ
た
子
犬
や
子
猫
を
見
る
と
「
か
わ
い

そ
う
」「
な
ん
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
、

思
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
一
時
の
感
情
だ
け
で
動
物
を

飼
う
の
は
無
責
任
と
い
う
も
の
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
動

物
の
「
命
を
預
か
り
育
て
る
」
と
い
う
こ

と
だ
か
ら
で
す
。

　
動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳴
き
声
が
う
る

さ
か
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
飼
い

主
に
面
倒
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　
飼
っ
て
い
る
動
物
に
は
、
名
札
や
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
を
付
け
、
飼
い
主
が

誰
で
あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
犬
に
つ
い
て
は
鑑
札
を
つ
け
る
こ

と
が
「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　　

　　
最
近
、
動
物
の
遺
棄
や
虐
待
、
放
し
飼

い
や
夜
間
の
無
駄
ぼ
え
に
よ
る
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
多
く
発
生
し
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
中
で
人
間
と
動
物
が
共
存
し
て

い
く
た
め
に
、
動
物
を
飼
う
際
に
は
、
飼

い
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
マ
ナ
ー

と
モ
ラ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
に
定
め
ら
れ
た
「
家
庭
動
物

１４

等
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
す
る
基
準
」
で

は
、
動
物
の
飼
い
主
は
、
命
あ
る
動
物
を

飼
う
者
と
し
て
の
責
任
を
十
分
に
自
覚
し
、

そ
の
動
物
を
正
し
く
飼
う
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
飼
っ
て
い
る
動
物
の
健

康
や
飼
育
環
境
に
注
意
し
、
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
た
り
し

な
い
よ
う
、
飼
い
主
に
は
次
の
よ
う
な
責

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
に
は
時
間
や
体
力
、
気
力
、
お
金

も
必
要
な
の
で
す
。「
こ
ん
な
に
手
が
掛

か
る
な
ん
て
」「
も
う
面
倒
が
み
ら
れ
な

い
」
な
ど
と
思
っ
て
も
、
一
度
飼
い
は
じ

め
た
ら
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
の
が
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

　
動
物
も
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
大
切
な
命

を
持
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
動
物

を
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
育
て
、
最
後
ま

で
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
義
務
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
飼
い
主
に
は
、
人
と
動
物
が
う

ま
く
共
存
し
て
い
く
た
め
に
、
飼
育
す
る

動
物
が
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
迷
惑
を

掛
け
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
管
理
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
動
物
を
飼
う
前
に
は
、

飼
お
う
と
す
る
動
物
の
習
性
な
ど
を
よ
く

調
べ
、
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
、
家
族

で
話
し
合
い
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

「
飼
う
」
こ
と
は
「
育
て
る
」
こ
と

飼
う
前
に
考
え
た
い
大
切
な
こ
と

問
わ
れ
る
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

飼
い
主
を
明
示
す
る
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ペットはあなたの大切な家族です
9月２０日から２６日は動物愛護週間です

■特 
■集 

動物愛護週間（9月20日～26日）

　動物愛護週間は、国民の間に広く動物の愛護と適正な飼

養についての理解と関心を深めることを目的に「動物の愛

護及び管理に関する法律」により定められました。

　期間中は、国、地方自治体、関係団体が協力し、動物の

愛護と管理に関する普及啓発のため、中央行事を実施する

ほか、全国各地でさまざまな行事が開催されます。

　
多
数
の
動
物
を
飼
う
こ
と
で
、
周
辺
の

生
活
環
境
に
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
飼
い
主
は
、
飼
っ
て
い
る
動
物
か
ら
生

ま
れ
る
新
し
い
命
に
も
責
任
を
持
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
繁
殖
を
希
望
し
な
い

場
合
は
、
飼
い
主
の
責
務
と
し
て
不
妊
去

勢
手
術
な
ど
を
行
い
、
繁
殖
を
制
限
す
る

こ
と
が
法
律
で
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
な
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
は

抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
動
物

は
本
能
で
繁
殖
を
行
い
ま
す
。
不
妊
・
去

勢
手
術
は
、
1
回
の
処
置
で
一
生
、
望
ま

な
い
命
を
生
み
出
さ
な
い
と
て
も
効
果
的

な
措
置
で
あ
り
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
な
ど

か
わ
い
そ
う
な
動
物
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　　
人
間
と
ペ
ッ
ト
は
非
常
に
密
着
し
た
距

離
で
生
活
し
て
い
る
た
め
、
気
付
か
ず
に

ペ
ッ
ト
を
通
し
て
感
染
症
に
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
か
み
傷
、
引
っ
か

き
傷
、
ま
た
、
気
付
か
ず
に
排
泄
物
に
触

れ
た
手
を
口
へ
持
っ
て
い
く
な
ど
し
て
細

菌
が
感
染
す
る
も
の
で
す
。

　
飼
い
主
は
感
染
症
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
動
物
を
触
っ
た
後
は
必
ず
手

を
洗
う
な
ど
、
身
の
周
り
や
飼
育
環
境
を

清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　　
動
物
を
逃
が
し
た
り
、
放
し
飼
い
を
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
動
物
の
事
故
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
や
動
物
に
危
害
を
加
え

た
り
、
排
泄
物
や
鳴
き
声
な
ど
の
迷
惑
を

お
よ
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
逃
げ
た
り
捨
て
ら
れ
た
り

し
た
動
物
が
、
野
生
動
物
の
食
物
や
繁
殖

場
所
な
ど
の
棲
息
環
境
を
奪
い
、
自
然
生

態
系
へ
与
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
、
飼
っ
て

い
る
動
物
が
、
周
り
の
人
々
や
自
然
環
境

に
問
題
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
十
分
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を
持
つ

適
切
な
繁
殖
制
限
を
す
る

周
り
の
人
や
環
境
に
配
慮
す
る

　　
ワ
ニ
や
毒
ヘ
ビ
な
ど
、
人
の
生
命
な
ど

に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
の
あ
る
動
物
の
飼

育
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
な
ど
の
条

例
に
よ
り
、
事
前
に
許
可
を
取
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
法
律
に
よ
り
、
愛
護
動
物
（
牛
、

馬
、
豚
、
綿
羊
、
ヤ
ギ
、
犬
、
猫
、

ウ
サ
ギ
、
あ
ひ
る
の
ほ
か
、
人
が

飼
っ
て
い
る
哺
乳
類
、
鳥
類
、
 
爬
虫
 

は
ち
ゅ
う

類
）
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り
傷
付
け

た
り
し
た
人
に
は
、
一
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
っ
て
い
る
動
物
に
故
意

に
餌
や
水
を
与
え
ず
、
衰
弱
さ
せ
る

な
ど
の
虐
待
や
、
遺
棄
し
た
場
合
は
、

　
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら

３０れ
ま
す
。

危
険
な
動
物
の
飼
育
は
申
請
を

遺
棄
・
虐
待
に
対
す
る

罰
金
・
罰
則
が
あ
り
ま
す
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とよま明治村夏まつり（８/２　登米）長沼はすまつり（７/２９～８/２４　迫）

２００８YOSAKOI＆ねぷたinとよさと（８/１４　豊里）

佐沼夏祭り（７/２６・２７　迫）
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熱く、激しく、温かく
感動の登米劇場

人々が酔いしれる登米市自慢の夏祭り。

今年も市内各地で催されました。

皆さんは記憶に残る思い出がいくつで

きましたか？

登米市の夏

２００８もっこり牛まつり（８/１４　南方）みやぎ北上連邦サマーフェスティバル（８/１５・１６　東和）

ふるさと花火in長沼（８/１３　迫）
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い
よ
い
よ
　
　
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
　

１０

仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
仙
台
・
宮
城
D
C

　
登
米
市
い
ざ
出
陣
！

　
登
米
市
の
出
陣
式
を
9
月
　
日
２１

（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
と
よ
ま
秋
ま

つ
り
」
に
お
い
て
、
実
施
し
ま
す
。

 甲
 

か
っ

 冑
 姿
の
大
将
、
家
臣
団
、
鉄
砲
隊

ち
ゅ
う

の
武
者
行
列
、
山
車
や
み
こ
し
に
続

き
、
登
米
市
Ｄ
Ｃ
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
す
。

○
「
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
ク
」　
「
登
米
エ
リ
ア
ガ
イ
ド
ブ
ッ

　
ク
」
の
作
成

仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

「みやぎの明治村」旧登米高等尋常小学校（教育資料館）。DC期間中は１１月および１２月の土曜
日にライトアップが行われます。

仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン

登
米
市
の
D
C
イ
ベ
ン
ト

　いよいよ、10月から１２月までの３カ月間大型観光キャンペーン「仙

台・宮城デスティネーションキャンペーン（DC）」が開催されます。

　登米市には、藩政時代の武家屋敷群、明治時代に造られた小学校、県

庁などの名所旧跡や、食・伝統・歴史・自然など、市民皆さんも気付か

なかった「宝」がまだまだたくさんあります。

　期間中には市内で多くの特別イベントが開催され、「登米市の魅力」

を全国へアピールします。

　今月号では、DC期間中に市内で開催される主な行事を紹介します。

○
伊
達
な
び
ゅ
う
ば
す
の
運
行

　
J
R
東
日
本
と
協
力
し
て
、
期
間

中
の
　
月
１
日
（
水
）
か
ら
　
月
　

１０

１１

３０

日
（
日
）
ま
で
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

を
毎
日
開
催
し
ま
す
。

　
登
米
市
コ
ー
ス

　「
旬
の
秋
刀
魚
料
理
と
み
や
ぎ
の

　
明
治
村
号
」

　（
秋
保
温
泉
＝
仙
台
駅
＝
石
巻
＝

　
女
川
＝
横
山
不
動
尊
＝
登
米
み
や

　
ぎ
の
明
治
村
＝
仙
台
）

○
伊
達
な
バ
ス
旅
～
地
元
お
す
す
め

　
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施

　
大
型
バ
ス
で
巡
る
仙
台
発
の
日
帰

り
観
光
ツ
ア
ー
と
し
て
、
市
内
で
は

左
記
の
２
コ
ー
ス
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
「
秋
の
味
覚
と
み
や
ぎ
の
明
治
村

　
探
索
」

②
「
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

　
館
、
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

　
巡
る
旅
（
仮
称
）」
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　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　

　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン　　

DC情報はホーム
ページからも
ご覧になれます

登米市ホームページ

http://www.city.tome.
miyagi.jp/

仙台・宮城デスティ
ネーションキャンペーン
ホームページ

http://www.sendai
miyagidc.jp/

○
「
仙
台
・
宮
城
食
べ
ま
く
り
＆

　
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
実
施

　「
食
」
と
「
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
、

産
直
所
や
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
体

験
が
で
き
る
施
設
を
ま
わ
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
３
カ
所
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
１
０

０
０
人
に
宮
城
の
特
産
品
が
当
た
り

ま
す
。
ま
た
期
間
中
、
各
施
設
で
は

特
別
割
引
や
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
登
米
市
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
　

①
と
よ
ま
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

　「
遠
山
之
里
」

②
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館

○
Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
「
道
の
駅
弁
当
」　

　
の
販
売

　
市
内
４
つ
の
道
の
駅
（
津
山
、
林

林
館
、
み
な
み
か
た
、
米
山
）
で
、

地
元
の
秋
満
載
の
道
の
駅
プ
レ
ミ
ア

ム
弁
当
を
販
売
し
ま
す
。

　
販
売
期
間
は
　
月
４
日
（
土
）
か

１０

ら
　
月
９
日
（
日
）
ま
で
の
各
土
、

１１
日
、
祝
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
昔
懐
か
し
い
「
学
校
給
食
体
験
」　

　
【
実
施
日
】

　
　
月
　
日
、　

日
・
　
月
　
日
、

１０

１１

２５

１１

１５

　
　
日
・
　
月
６
日
、　

日
（
い
ず

２２

１２

２０

　
れ
も
土
曜
日
）

　
旧
登
米
尋
常
高
等
小
学
校
（
教
育

資
料
館
）
で
、
昔
懐
か
し
い
昭
和
　３０

年
代
の
給
食
（
コ
ッ
ペ
パ
ン
、
鯨
の

竜
田
揚
げ
、
カ
レ
ー
シ
チ
ュ
ー
な

ど
）
を
食
べ
、
口
ひ
げ
と
シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
姿
の
校
長
先
生
の
授
業
を
体

験
で
き
ま
す
。

○
人
力
車
の
運
行
　

　
　
月
の
各
土
、
日
、
祝
日

10
　
藩
政
時
代
の
白
壁
の
武
家
屋
敷
や

蔵
造
り
の
商
家
、
明
治
時
代
に
建
て

ら
れ
た
小
学
校
や
県
庁
な
ど
の
レ
ト

ロ
な
洋
風
建
築
が
残
る
「
み
や
ぎ
の

明
治
村
」
を
人
力
車
に
乗
っ
て
巡
り

ま
す
。

○
横
山
不
動
尊

　
「
木
造
不
動
明
王
坐
像
」
黄
金
の
胎

　
内
秘
仏
特
別
御
開
帳
お
よ
び
宝
物

　
の
特
別
展
示

　
特
別
御
開
帳
　
　
月
　
日
（
金
）　

10

24

　
か
ら
　
月
　
日
（
火
）
ま
で

10

28

　
宝
物
の
特
別
展
示
　
　
月
か
ら
　

10

11

　
月
の
各
土
、
日
、
祝
日

　
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
横
山

不
動
尊
の
「
木
造
不
動
明
王
坐
像
」

の
黄
金
の
胎
内
秘
仏
の
御
開
帳
（
通

常
は
　
年
に
１
回
）
を
D
C
に
合
わ

１２

せ
て
特
別
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
寺

所
有
の
宝
物
の
特
別
展
示
も
行
わ
れ

ま
す
。

○
「
時
空
を
超
え
て
」

　
北
上
川
舟
下
り
体
験

　
　
月
　
日
（
土
）、
　

日
（
日
）

10

25

26

　
北
上
川
を
ゆ
っ
た
り
と
舟
で
下
り

な
が
ら
景
色
を
楽
し
み
、
パ
ナ
マ
運

河
方
式
の
脇
谷
 閘
  門
 で
運
河
通
過
体

こ
う
 も
ん

験
を
行
い
ま
す
。

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の
伊

　
豆
沼
で
「
ガ
ン
の
飛
び
立
つ
風
景
」

　
観
察
会
　

　
　
月
　
日
（
土
）、
　

日
（
日
）

１１

15

16

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
で
渡

り
鳥
の
飛
来
地
、
伊
豆
沼
・
内
沼
に

お
い
て
、
ガ
イ
ド
と
と
も
に
、
ガ
ン

が
早
朝
、
水
面
か
ら
一
斉
に
飛
び
立

つ
姿
や
、
夕
方
ね
ぐ
ら
に
舞
い
戻
る

様
子
な
ど
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
は
っ
と
屋
台
村
　

　
　
月
　
日
（
土
）
か
ら
　
日
（
月
）

11

22

24

　
ま
で
　

　
登
米
地
方
の
郷
土
料
理「
は
っ
と
」

の
屋
台
村
を
遠
山
之
里
に
開
設
し
ま

す
。
屋

台

村

で

は
、
お

い

し

い

「
は
っ
と
」の
食
べ
比
べ
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
期
間
中
に
は
数

多
く
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
７
３
４

３４
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こ
れ
ま
で
、
世
帯
に
１
枚
交
付
し
て
い

た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
、　

月
１０

か
ら
一
人
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
９
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３０

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
世
帯
分
を
ま

と
め
て
、
９
月
　
日
以
降
に
区
長
さ
ん
が

１９

配
布
し
ま
す
の
で
、
受
領
し
、
記
載
内
容

な
ど
を
確
認
し
て
受
領
印
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
次
の
点
を

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
・
加
入
者
全
員
分
の
被
保
険
者
証
が
あ

　
る
か

　
・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
の
記
載
に

　
誤
り
が
な
い
か

◇
取
り
扱
い
上
の
注
意

　
カ
ー
ド
に
な
る
こ
と
で
小
さ
く
な
り
携

　
帯
し
や
す
く
な
る
半
面
、
紛
失
し
や
す

　
く
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
証
は
、
身
分

　
証
明
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い

　
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
旧
被
保
険
者
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い

　
世
帯
主
が
責
任
を
持
っ
て
確
実
に
破
棄

　
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
は
不
要
で
す
。

◇
次
の
場
合
は
、
総
合
支
所
で
手
続
き
が

　
必
要
で
す

　
・
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い

　
る
人
で
、
学
校
を
辞
め
た
り
変
わ
っ
た

　
り
し
た
場
合

　
・
社
会
保
険
に
加
入
・
離
脱
し
た
な
ど

　
異
動
が
あ
っ
た
場
合

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
　

　
保
険
給
付
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
6
6

５８

台紙からはがしてお使いください

一人１枚でさらに便利に
○家族がそれぞれ持つことがで

　きるので、旅行での携帯、病

　院での利用なども便利です。

○カードサイズで、財布などに

　入れやすくなりました。

○遠隔地被保険者証の申請が不

　要になります。

※修学のため、ほかの市町村へ

転出した学生の被保険者証は、

これまでと同じく毎年更新の手

続きが必要です。

　
月
か
ら
被
保
険
者
証
が

１０一
人
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　
市
政
に
関
す
る
建
設
的
な
意
見
や
要
望

を
市
政
に
取
り
入
れ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
設
置
さ
れ
た
市
政
モ
ニ

タ
ー
。
平
成
　
年
度
第
１
回
会
議
が
８
月

２０

８
日
、
市
役
所
迫
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
モ
ニ
タ
ー
は
、　

代
か
ら
　
代
ま
で
の

２０

６０

地
域
住
民
　
人
で
構
成
。
会
議
前
に
布
施

２０

市
長
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
一
人
一
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、

市
政
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
い
い
の
で
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
市
政
運
営
に
役
立
て
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
会
議
の
開
催
の
ほ
か
、
市
政

に
対
す
る
要
望
や
地
域
問
題
な
ど
の
取
り

町域氏名№

迫菅　原　邦　子１

迫尾　形　美穂子２

迫五十嵐　睦　子３

登　米新　田　修　平４

登　米須　藤　明　美５

東　和工　藤　一　子６

東　和末　永　利　宏７

中　田佐　藤　美　里８

中　田岩　淵　康　博９

中　田伊　藤　昭　男１０

豊　里星　　　佳　子１１

豊　里佐々木　百合子１２

米　山鈴　木　すず江１３

米　山本　田　みき子１４

石　越工　藤　德　子１５

石　越加　藤　和　子１６

南　方阿　部　常　道１７

南　方長　倉　和　子１８

津　山山　田　直　己１９

津　山佐々木　松　美２０

平成２０年度登米市市政モニター
（敬称略） 市

民
の
声
を
市
政
に

　
　
　
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

ま
と
め
・
報
告
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の

協
力
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室

　

０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０

２２

今後の活動について話し合われました

見 本
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市
民
投
票
に
よ
り
決
定
し
た
原
動
機
付

自
転
車
な
ど
の
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
「
コ
メ
型
ナ
ン
バ
ー
」
の
交
付

を
　
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
通
常
の
交
付

１０
や
交
換
に
つ
い
て
は
、
若
い
番
号
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
の
で
番
号
の
指
定
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
指
定
の
番
号
を
希
望
す
る
場
合

は
事
前
に
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
新
規
登
録
は
、
す
べ
て

コ
メ
型
の
ナ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。

○
指
定
番
号
を
希
望
す
る
場
合

【
申
込
資
格
】　
　
　
　

　
登
米
市
に
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
を
登

　
録
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
平
成
　
年
　

２０

１１

　
月
　
日
（
金
）
ま
で
に
新
規
で
登
録
す

２８

　
る
予
定
の
あ
る
人

【
申
込
期
限
】　

　
９
月
　
日
（
水
）
午
後
５
時
　
分
必
着

２４

１５

【
申
込
先
】　

　
総
務
部
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　
民
福
祉
課

【
申
込
方
法
】

　
直
接
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

　
申
込
書
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に

　
①
現
在
の
ナ
ン
バ
ー
　
②
住
所
　

　
③
氏
名
　
④
電
話
番
号

　
⑤
希
望
す
る
ナ
ン
バ
ー

　
を
記
入
の
上
、
申
込
先
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

　
で
申
し
込
む
場
合
は
、
税
務
課
市
民
税

　
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
範
囲
】　

【
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
決
定
】

　
希
望
ナ
ン
バ
ー
が
重
複
し
た
場
合
は
、

　
抽
選
と
な
り
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、

　
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人
全
員
に
９

　
月
末
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

　
お
、
当
選
書
は
第
三
者
に
譲
渡
で
き
ま

　
せ
ん
。

【
希
望
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
】

　
　
月
か
ら
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で

１０
　
交
換
と
な
り
ま
す
。
交
換
す
る
際
は
、

　
希
望
ナ
ン
バ
ー
当
選
書
と
旧
ナ
ン
バ
ー

　
プ
レ
ー
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
た

　
だ
し
、　

月
　
日
ま
で
に
交
換
、
登
録

１１

２８

　
が
な
い
場
合
は
当
選
を
取
り
消
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】　

　
交
換
は
無
料
で
す
。

　
申
し
込
み
で
き
る
希
望
ナ
ン
バ
ー
は
、

　
１
台
に
つ
き
一
つ
の
番
号
と
な
り
ま
す
。

○
旧
ナ
ン
バ
ー
と
の
交
換
の
場
合

【
持
参
す
る
も
の
】　
　

　
印
鑑
、
旧
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

【
交
付
場
所
】　
　
　
　
　
　

　
各
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】　

　
〒
9
8
7－

0
5
1
1

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番

　
地
１

　
総
務
部
税
務
課
　
市
民
税
係

　

0
2
2
0
（
　
）
2
1
6
3

２２

　
死s

o
u
m
u
-ze
im
u
@
c
ity
.to
m
e
.m
iy

a
g
i.jp

　

コ
メ
型
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
　
月
か
ら
開
始
し
ま
す

１０

希
望
ナ
ン
バ
ー
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す

 あ　１～2105　原付５０㏄

 か　１～525　原付９０㏄

 さ　１～525　原付１２５㏄

 た　１～105　ミニカー

 な　１～1053　農耕作業用

 は　１～525　小型特殊

　※（末尾２桁が42・44・49
　　　9４・９９は除く）

　広報とめ７月号でお知らせしていましたが、微量採血用器具を使った血糖値検査や糖尿病予防教室などの事

業が一部の市立病院、本市および合併前の一部の町域で実施されていたことに伴い、市では検査や事業で使用

が確認できた人には、自宅を訪問し、肝炎検査やエイズ検査を受けていただくようにお願いしてきました。

　また、糖尿病予防教室などの保健事業への参加者で、個人の特定ができなかった地域についても、対象者と

思われる人については、検査を受けていただくよう全戸配布によるお知らせをいたしました。

　その結果、8月1日現在で病院・診療所で穿刺器具を使用した人における検査実施率は49.7%、保健事業で使

用した人の検査実施率は43.4%となっています。

　過去に市立病院の血糖値検査や町域の保健事業などで微量採血用器具を使用したと思われる人で、まだ検査

を受けていない人は、早めに検査を受けていただきますようお願いいたします。

　

微量採血用器具使用者の検査について

▲市民投票によって選ばれた

「コメ型」ナンバープレート

【問い合わせ】　市民生活部健康推進課　緯 ０２２０（５８）２１１６　
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　「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、

市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
で
き
る

こ
と
（
得
意
分
野
）
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
責
任
と
役
割
を
持
っ
て

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
で
す
。

　
市
で
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
自
主
的
な
活
動
に
対
し
支
援

を
行
う
制
度
と
し
て
「
登
米
市
地

域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
進

め
て
い
て
、
今
年
度
は
市
内
各
団

体
が
　
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

１１

ま
す
。
今
月
は
、
南
方
町
で
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
南
方
町
で
取
り
組
む
２
つ
の
事

業
の
う
ち
、「
食
と
心
と
体
」
出
前

事
業
が
７
月
　
日
、
南
方
総
合
運

３０

動
場
体
育
館
で
沼
崎
・
柳
沢
地
区

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
南
方
分
会
と
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
あ
そ
ぼ
」
が
一
体
と
な
っ
て
、
郷

土
料
理
の
調
理
体
験
、
健
康
づ
く

り
体
操
、
紙
芝
居
な
ど
を
通
し
て

食
育
へ
の
関
心
と
参
加
者
（
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
）
の
交
流

を
深
め
る
た
め
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
あ
そ
ぼ
」の
皆
さ
ん
が
カ
エ
ル

に
変
身
し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
た

踊
り
や
人
形
劇
な
ど
も
行
い
、
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
、

会
場
は
参
加
者
の
笑
顔
と
笑
い
声

身
近
な
地
域
で
始
ま
っ
て

い
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
で
ひ
ら
く
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

▲市の協働
　キャラクター「とめ丸」

　
広
報
と
め
８
月
号
で
は
、
登
米
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
か
ら
は
、
具
体
的
に
平
成
　
年
度
に
実
施
し
て
い
る
各

２０

地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
食
と
心
と
体
」
出
前
事
業

第
　
回
関
東
・
東
北
・

４３
北
海
道
少
年
少
女
剣
道

大
会

　
■
開
催
日
　
７
月
　
日
（
日
）

２７

　
■
会
　
場
　
宮
城
県
　「
ホ
ッ
ト

　
　
　
ハ
ウ
ス
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」

【
小
学
生
の
部
】

　
第
１
位
　
中
田
B
＆
G

　
　
　
　
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

手ほどきを受けずんだ作りに挑戦しました

市
ス
ポ
ー
ツ

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
　
回
全
国
小
学
生

２４
陸
上
競
技
交
流
大
会

宮
城
県
選
考
会

　
■
開
催
日
　
７
月
６
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
岩
沼
市
陸
上
競
技
場

【
５
年
男
子
・
１
０
０
㍍
】

　
第
２
位
　
鎌
田
修
次

　
　
　
　
　
　（
佐
沼
ク
ラ
ブ
）

【
男
子
・
　
㍍
ハ
ー
ド
ル
】

８０

　
第
１
位
　
渡
邊
壮

　
　
　
　
　
　（
佐
沼
ク
ラ
ブ
）

【
男
子
・
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

　
第
２
位
　
米
岡
ク
ラ
ブ

【
男
子
・
走
り
高
跳
び
】

　
第
１
位
　
上
野
大
河

　
　
　
　
　
　（
石
越
ク
ラ
ブ
）

　
第
２
位
　
織
田
和
真

　
　
　
　
　
　（
上
沼
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
・
　
㍍
ハ
ー
ド
ル
】

８０

　
第
３
位
　
及
川
沙
弥
華

　
　
　
　
　
　（
米
谷
ク
ラ
ブ
）

【
女
子
・
走
り
高
跳
び
】

　
第
１
位
　
佐
藤
唯
衣

　
　
　
　
　
　（
錦
織
ク
ラ
ブ
）

　
第
３
位
　
菅
原
実
穂

　
　
　
　
　
　（
南
方
ク
ラ
ブ
）

　
※
各
種
目
第
１
位
は
全
国
大
会

　
　
へ
出
場

【
日
時
】
　
　
月
５
日
（
日
）

１０

　
午
後
１
時
　
分
か
ら
４
時

３０

【
場
所
】　
迫
公
民
館

　
２
階
軽
運
動
場

【
内
容
】
　
●
講
演
会

　
講
師
　
立
教
大
学
社
会
学
部

　
社
会
学
科
教
授

　
萩
原
な
つ
子
さ
ん

　
●
市
長
と
の
対
談
な
ど

【
定
員
】
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
　
無
料

【
申
込
方
法
】　「
参
加
申
込
書
」
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
、

　
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

　
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
書
は
、
各
総
合
支
所
地

　
域
生
活
課
お
よ
び
市
民
活
動
支

　
援
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
　
９
月
　
日
（
金
）

２６

【
そ
の
他
】
　
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設

　
置
し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

　
は
参
加
申
書
に
明
記
し
て
く
だ

　
さ
い
（
1
歳
以
上
未
就
学
児
ま

　
で
、
先
着
　
人
）。

１０

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
　

　
〒
9
8
7－

0
5
1
1

　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁

　
目
６
番
地
１

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

0
2
2
0
（
　
）
2
1
7
3

２２

　
死sh

im
in
k
a
tsu
d
o
@
c
ity
.to

m
e
.m
iy
a
g
i.jp

　

で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
郷
土
料
理
の

調
理
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
準
備
さ
れ

参
加
者
は
、
は
っ
と
つ
み
や
、
す

り
鉢
で
の
ず
ん
だ
作
り
、
お
に
ぎ

り
作
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

各
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
年
寄
り
が
子

ど
も
た
ち
に
作
り
方
を
教
え
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

　　
男
女
が
共
に
活
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
元
気
が
で
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
講
演
会

講師　萩原なつ子 さん
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皆
さ
ん
の
活
動
の
場
に

市
長
が
訪
問
し
て
い
ま
す

　
市
長
が
直
接
市
民
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
市
政
に
生
か
そ
う
と
い

う
目
的
で
、
参
加
団
体
が
活
動
し

て
い
る
現
場
へ
市
長
が
直
接
出
向

い
て
、
活
動
現
場
の
視
察
や
意
見

交
換
な
ど
を
行
う
「
移
動
市
長
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
７
月
　
日
に
行
わ
れ
た

１４

平
成
　
年
度
第
３
回
移
動
市
長
室

２０

「
命
と
自
然
の
架
け
橋
農
業
を
目

指
し
て
（
南
方
）」
と
、
８
月
6

日
の
第
４
回
移
動
市
長
室
「
食
を

通
し
て
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
中
田
）」

の
現
場
シ
リ
ー
ズ
の
内
容
を
紹
介

を
し
ま
す
。

【
第
３
回
　
命
と
自
然
の
架
け
橋

農
業
を
目
指
し
て
】

　
南
方
町
水
稲
部
会
の
皆
さ
ん
が

取
り
組
ん
で
い
る
環
境
保
全
型
農

業
活
動
を
視
察
し
、
意
見
交
換
す

る
た
め
、
７
月
　
日
に
J
A
み
や

１４

ぎ
登
米
南
方
営
農
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
　
年
度
第
３
回
移
動
市
長
室

２０

が
開
催
さ
れ
、
南
方
町
水
稲
部
会

の
役
員
7
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
南
方
町
新
二
網
地
内

の
合
ガ
モ
を
使
っ
た
有
機
米
栽
培

水
田
を
市
長
が
視
察
し
、
水
稲
部

会
の
役
員
か
ら
有
機
米
栽
培
の
現

状
や
課
題
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
J
A
み
や
ぎ

登
米
南
方
営
農
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
今
後
の
循
環
型
農

業
へ
の
取
り
組
み
方
や
「
登
米
市

産
の
コ
メ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
４
回
　
食
を
通
し
て
高
齢
者

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
】

　
高
齢
者
の
食
を
支
え
て
い
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
テ
ー
マ
に

８
月
６
日
、
中
田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
第
４
回
移
動
市
長
室
が
行

わ
れ
、
調
理
や
配
達
な
ど
、
配
食 水田についての説明を受ける布施市長

移動市長室
「どこでも市長室」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
　
人
が
参
加
し
、
意
見
交
換
が

２４
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
市
長
が
調
理
作
業
現

場
を
視
察
し
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
使
用
食
材
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
議
室
で
意
見
交
換

し
、「
食
事
の
配
達
の
際
は
、
毎
回

高
齢
者
と
声
を
交
わ
す
よ
う
に
し

て
安
否
確
認
も
し
て
い
る
」「
配
食

用
保
温
パ
ッ
ク
の
購
入
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
多
く
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０

２２

ボランティアによる調理作業を視察しました

市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
９

月
　
日
、
中
田
町
を
会
場
に
開
催

１０
さ
れ
ま
す
。

　
レ
ー
ス
の
発
着
は
「
な
か
だ
ア

リ
ー
ナ
」
で
、
左
記
地
図
に
記
し

た
区
間
が
コ
ー
ス
と
な
る
た
め
、

当
日
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

コ
ー
ス
付
近
を
お
通
り
の
際
は
、

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
会
当
日
は
選
手
へ
の

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
大
会
日
時
】
９
月
　
日
（
水
）

１０

　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
　
分
３０

　
○
女
子
９
時
　
分
ス
タ
ー
ト

３０

　
○
男
子
　
時
ス
タ
ー
ト

１１

※
雨
天
決
行
。
台
風
な
ど
の
荒
天

時
に
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
】

　
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ

【
交
通
規
制
個
所
】

　
地
図
の
と
お
り

　
○
　
　
　
　
コ
ー
ス

　
○
　
　
　
　
迂
回
路

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
０

時
　
分
ま
で
は
、
コ
ー
ス

３０
内
に
車
両
は
入
れ
ま
せ
ん

の
で
迂
回
路
を
お
通
り
く

だ
さ
い
。

※
指
定
駐
車
場
（
中
田
中

学
校
・
な
か
だ
ア
リ
ー
ナ
・

中
田
球
場
）
以
外
の
場
所

に
は
車
両
を
止
め
な
い
で

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
米
山
中
学
校

　
緯
０
２
２
０

　
　（
　
）
2
0
4
1

５５
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 市
内
の
環
境
美
化
に
地
域
の
力
 

　
　
水
の
里
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
　
長
沼
・

in

　
　
第
２
回
佐
沼
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン

　
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全
を
目

的
に
、
８
月
８
日
と
　
日
、「
水
の

１０

里
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
i
n
長
沼

（
と
め
青
年
会
議
所
主
催
）」
が
北

方
公
民
館
お
よ
び
長
沼
フ
ー
ト
ピ

ア
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
日
は
、
北
方
公
民
館
で
市
内

小
中
学
生
　
人
が
思
い
思
い
に

１３

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」「
長
沼
を
き
れ

い
に
」
な
ど
の
環
境
保
全
を
呼
び

掛
け
る
立
て
看
板
を
作
成
し
ま
し

た
。　
ま
た
、　

日

に
は

長
沼

１０

フ
ー
ト
ピ
ア
公
園
を
会
場
に
、
青

年
会
議
所
の
会
員
や
そ
の
家
族
約

　
人
が
参
加
し
て
長
沼
湖
畔
の
清

４０掃
活
動
を
実
施
し
、
き
れ
い
に

な
っ
た
場
所
へ
子
ど
も
た
ち
が
作

成
し
た
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
　
日
の
「
道
の
日
」

１０

に
ち
な
み
、　

日
に
は
「
佐
沼

１１

ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
登
米

地
域
事
務
所
主
催
）」が
開
催
さ
れ
、

宮
城
グ
レ
ー
ダ
ー
㈱
の
協
力
に
よ

約４０人が参加したクリーン大作戦

日ごろの訓練
の成果を披露

市消防団演習を開催

目標に向けて的確に放水【小型ポンプ操法】

隊長の号令により一糸乱れぬ行進【小隊訓練】

　
７
月
　
日
、
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

２７

公
園
を
会
場
に
平
成
　
年
度
登
米

２０

市
消
防
団
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
演
習
は
、
消
防
団
の
技
術

力
と
士
気
の
向
上
を
目
指
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
市
内
９
支

団
の
代
表
総
勢
約
7
0
0
人
が
出

場
し
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、
通
常
点
検
や
分
列

行
進
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
米
山
支

団
女
性
団
員
に
よ
る
小
隊
訓
練
や

第
　
回
宮
城
県
消
防
操
法
大
会
に

４５
出
場
し
３
位
に
入
賞
し
た
南
方
支

団
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
競
技
部
門
で
は
、
各
隊
長
の
号

令
に
よ
っ
て
約
　
人
の
団
員
が
前

３０

後
左
右
に
行
進
す
る
小
隊
訓
練
、

４
人
一
組
で
機
械
を
正
確
に
早
く

操
作
し
消
火
す
る
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
２
種
目
で
技
術
や
早
さ
を

競
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
総
合
成
績

　【
第
１
位
】　
南
方
支
団

　【
第
２
位
】
　
米
山
支
団

　【
第
３
位
】
　
東
和
支
団

る
道
路
清
掃
車
で
国
道
3
4
6
号

の
土
砂
撤
去
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

佐
沼
地
区
の
各
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
（
道
路
の
清
掃
活
動
や
緑
化

事
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
事
業
所
な
ど
の
団
体
）
が

県
道
古
川
佐
沼
線
を
は
じ
め
市
内

５
カ
所
に
お
い
て
ご
み
袋
を
手
に

お
よ
そ
２
時
間
に
わ
た
り
、
道
路

周
辺
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
空
き
缶

な
ど
の
回
収
と
植
樹
帯
の
清
掃
や

除
草
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。国道３９８号を清掃する島津組の皆さん

県道古川佐沼線の清掃をする日建工業の皆さん
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 交
流
を
通
し
て
文
化
体
験

　
     　
　
　
ア
メ
リ
カ
・
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
か
ら
訪
問
団

　
７
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、
海

１８

２４

外
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ

ス
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
か
ら
、
高

校
生
7
人
と
引
率
者
2
人
が
登
米

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、　

日
に
市
役
所
迫

２２

庁
舎
を
表
敬
訪
問
。
議
場
で
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
と
施
設
見
学
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
よ
う
こ
そ
登
米

市
へ
。
こ
の
交
流
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
登
米
市

で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
学

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

訪
問
団
を
代
表
し
て
、
引
率
者
の

ア
ン
シ
ュ
リ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
さ
ん

が
「
防
災
セ
ン
タ
ー
や
石
ノ
森
章

太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
な
ど
を
見

学
し
、
日
本
・
登
米
文
化
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
も
、
と
て

も
優
し
く
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
市
を
訪
問
し
た
生
徒
た
ち

は
、「
キ
ャ
ロ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
　
、
　

歳
の
男
女
。
そ
れ
ぞ
れ

１５

１６

が
９
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
受
け
入
れ
先
）
の
家
で
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
、
家
庭
生
活
な

ど
を
通
じ
て
日
本
文
化
を
学
び
ま

し
た
。　

日
の
夜
に
は
、
中
田
農

２３

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
ポ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
（
料
理
持

ち
寄
り
式
パ
ー
テ
ィ
ー
）
が
開
催

さ
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
内
の
史
跡
・
名

勝
観
光
や
、
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
と
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
た
７
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

消防防災センターで防火服を着て消火体験

市役所迫庁舎の市長室で市長と記念写真

ポットラックパーティーには多くの人が訪れました

木の温もりや
ふるさとを表現

もくもく親子工作コンクール・
市ふるさと絵画展

親子工作コンクール大賞作品の「パパのおかず入れ」

　
も
く
も
く
親
子
工
作
教
室
が
７

月
　
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
土

１９
曜
と
日
曜
日
、
津
山
町
も
く
も
く

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
矢
羽
模
様
の
杉
板
や
丸
棒
な
ど

を
使
っ
て
、
親
に
の
こ
ぎ
り
や
金

づ
ち
の
使
い
方
を
教
え
ら
れ
な
が

ら
、
思
い
思
い
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
戸
棚
や
貯
金
箱
な
ど
を
作
り
、

出
来
上
が
っ
た
　
点
の
作
品
が
コ

９５

ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
風
景
や
行
事
な

ど
を
題
材
と
し
た
、
第
３
回
ふ
る

さ
と
絵
画
展
も
８
月
１
日
か
ら
　１７

日
ま
で
同
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
各
小
学
校
か
ら
　
点
の
作
品
が

８４

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
親
子
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
】

▼
も
く
も
く
大
賞
＝
千
葉
 利
  美
 さ

と
し
 
み

ん
・
 香
  純
 さ
ん
（
中
田
町
）
▼
ユ

か
 
す
み

ニ
ー
ク
賞
＝
千
葉
な
ぎ
さ
さ
ん
・

 沙
  彩
 さ
ん（
中
田
町
）▼
が
ん
ば
っ

さ
 
や

た
で
賞
＝
佐
藤
 完
  幸
 さ
ん
・
 海
 君

さ
だ
 ゆ
き
 

か
い

（
津
山
町
）
阿
部
 孝
  弘
 

た
か
 ひ
ろ

さ
ん
・
 美
  都
 

み
 
さ
と

さ
ん
（
津
山
町
）
▼
理
事
長
賞
＝

今
野
 裕
  二
 さ
ん
・
 未
  湖
 さ
ん
（
迫

ゆ
う
 
じ
 

み
 
こ

町
）
▼
特
別
賞
＝
浅
野
み
ゆ
き
さ

ん
・
 光
 さ
ん
（
迫
町
）
阿
部

ひ
か
り

 諒
 

り
ょ
う

 子
 
こ

さ
ん
・
 隼
  大
 君
（
津
山
町
）
佐
々

は
や
 
た

木
 勝
  彦
 さ
ん
・

か
つ
 ひ
こ

 涼
 君
（
津
山
町
）

り
ょ
う

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

【
ふ
る
さ
と
絵
画
展
】

▼
も
く
も
く
大
賞
＝
佐
々
木
い
く

さ
ん
（
横
山
小
）
▼
金
賞
＝
折
居

 竜
 

り
ゅ
う

 弥
 君
（
加
賀
野
小
）
▼
銀
賞
＝

や

菊
地
 真
  亜
  子
 さ
ん
（
柳
津
小
）
▼

ま
 
あ
 
こ

銅
賞
＝
佐
藤
 恵
  理
  華
 さ
ん
（
米
川

え
 
り
 
か

小
）
※
上
位
入
賞
者
の
み
掲
載
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登米
市の
でき
ご

登米
市の
でき
ごとと

おし
らせ
しま
す

おし
らせ
しま
す！！

▲選手からプレーへのワンポイントアドバイスを受ける参加者

▲３０度を越える猛暑の中、ドライバーに交通安全を呼び掛けました

▲煙で涙目になりながらも、お互いに協力してご飯を炊きました

大嶽山交流広場を会場に７月２８日から３０日までの２

泊３日、「大嶽山キャンプ村2008」が開催されました。

この事業は、野外活動を通して南方町域内３小学校

の６年生の交流を図り、自主性や協調性などを養お

うと開催され、今年度は６０人の児童が参加しました。

子どもたちは大嶽山の自然を満喫しながら元気いっ

ぱいに活動し、野外活動を通して互いに交流してい

ました。また、大嶽山興福寺で「命の大切さ」につ

いて講話を聞いたり、子ども達が自分たちで縫った

ぞうきんを使ってお堂を掃除したりしました。

元気いっぱい南方っ子！
南方で「大嶽山キャンプ村２００８」を開催

ｂｊリーグ仙台８９ＥＲＳによるバスケットボールフ

レンドクリニックキャラバンが８月１１日、登米総合

体育館で開催されました。今回のクリニックには浜

口ヘッドコーチをはじめ、今年から加入した志村選

手ら６人の日本人選手全員が参加しました。会場に

は市内から１７０人を超える小中学生が参加。選手か

らのアドバイス一つ一つに耳を傾けながら練習に励

んでいました。また、終了後には人気バスケット

ボール漫画のイベントや公開練習も行われ、多くの

参加者で賑わいました。

目
登米でバスケットボールフレンドクリニック

夏の交通事故凍結（アイス）大作戦が８月３日、国

道３４６号線黒沼十文字地内で開催されました。この

事業は、中田町交通安全団体連絡協議会が夏の交通

事故防止運動の一環として行ったもので、交通死亡

事故ゼロ1,000日以上を目指し、交通事故を凍結しよ

うとアイス1,000本とチラシを通行車両に配り、居眠

り運転などの事故防止を呼び掛けました。この日は

最高気温が３０度を超える猛暑となり、アイスを配ら

れたドライバーは「アイスを食べて交通事故を凍結

します」と笑顔で話していました。

交通事故ゼロを目指して
中田で交通事故凍結大作戦

指せ！未来の名プレーヤー
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ト ピ ッ ク ス と め

― TOPICS TOME ―

▲早朝のウオーキングで心地よい汗を流す参加者

石越産の農産物などが取りそろえられた石越ふれあ

い朝市（主催＝石越町朝市事業推進会議）が石越総

合支所駐車場で８月１２日に開催され、早朝から大勢

の人たちでにぎわいました。当日は、野菜生産者や

農産加工研究会らが１２店舗を出店。地元で生産され

た旬の野菜、石越産大豆１００㌫ 使用の豆腐や油揚げ

や納豆も販売され、たちまち品切れになりました。

また、石越産大豆豆腐が無料でサービスされ、訪れ

た人は「石越産大豆で作った豆腐と納豆が好きなの

で毎年楽しみにしています」と話していました。

早起きして安全な地場産品を
石越でふれあい朝市を開催

「親子早朝ウォーキング」（主催＝豊里町小学校区子

どもの生活リズム向上実行委員会）が８月２日、豊

里運動公園で開催されました。これは文部科学省か

らの委託事業の一環で、とよさとマイ・タウンクラ

ブが実施したものです。当日は３２人の親子が参加し、

朝６時１５分から１時間程度、楽しく初歩的なウオー

キングを学びました。また、終了後はレクダンス

サークルの協力で、季節の野菜を使った「うま楽し

い朝食会」が行われ、参加した親子は早起きして運

動した後の朝食にすっかり満足の様子でした。

▲炭酸に苦戦しながらの早飲み大会に大きな歓声が上がっていました

横山地区の夏の風物となっているコミュニティ盆踊

り大会が８月１４日、津山公民館駐車場を会場に開催

されました。午後７時に盆踊りの曲が流れ始めると、

吹き流しが飾られた華やかな会場に、地域の人や古

里に帰省中の皆さんが集まりにぎわいを見せました。

盆踊り大会は浴衣姿のかわいらしい子どもたちが輪

となり、終始和やかな雰囲気で行われました。また、

踊りの合間には、子どもたちはラムネ、大人はビー

ルの早飲み大会、お米などがあたる抽選会が行われ、

会場はひときわ大きな歓声に包まれていました。

ゆっくりと夏の夜を楽しむ
津山で横山コミュニティ盆踊り大会

目覚めよう！心と体！
豊里で親子早朝ウオーキングを開催

▲早朝から新鮮な地元産の野菜や加工品などを買い求める来場者
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▲米谷地内を各町内会自慢の山車が練り歩き見物客を楽しませました

▲ハスが一面に咲く湖上に浮かんだ特設会場で、お茶を楽しむ参加者

▲初めて体験するドラム缶風呂にちょっと緊張気味な児童たち

伊豆沼・長沼では８月に入りハスの花が見頃を迎え、

それぞれの会場で「はすまつり」が開催されました。

「長沼はすまつり」では、ハスの咲く湖上に浮かぶ特

設会場で、８月16日にはハスを眺めながらお茶を楽

しむ「納涼茶会」、20日には日本の古典音楽が演奏さ

れた「雅楽コンサート」などのイベントが開催され

ました。祭りの会場には、花を間近に眺めることが

できる遊覧船が運行され、連日見事なハスの花と涼

を求めて里帰りした地元出身者や市外から訪れた家

族連れなど、たくさんの観光客でにぎわいました。

ハスの咲く湖上でお茶会
迫の長沼で「納涼茶会」を開催

市と姉妹都市の関係にある富山県 入 
にゅう

 善 町の小中学
ぜん

生１８人が、８月５日から６日までの２日間、米山町

を訪れ、町内の小中学校児童と交流をしました。こ

の事業は、昭和初期に入善町の人たちが短台地区に

入植していたことから、平成１５年に交流が始まった

ものです。米山丸山太鼓のお出迎えで始まった歓迎

セレモニーでは、入善町から特産のジャンボスイカ、

海洋深層水が贈られました。翌日は平筒沼ふれあい

公園で、米山町内児童が参加している「林間楽校」

へ合流し、カヌーやローボートなどを体験しました。

富山県入善町の児童と交流
米山で国内姉妹都市交流事業を開催

東和の夏を彩る一大イベント「みやぎ北上連邦サ

マーフェスティバル」が、８月１５日から２日間にわ

たり米谷地区を会場に行われました。１５日に行われ

た山車行列では、子どもたちに人気のアニメキャラ

クターなど趣向を凝らした各町内会自慢の山車が米

谷地内を練り歩き、沿道の見物客を楽しませていま

した。また、翌１６日の夜にはメーンイベント「米谷

の花火」が米谷北上川河川敷で行われ、夜空いっぱ

いに広がる大輪の尺玉や豪華スターマインが、市内

外から訪れた多くの観客を楽しませていました。

子どもに大人気の山車行列
東和でみやぎ北上連邦サマーフェスティバル
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― TOPICS TOME ―

中田町宝江新井田舘地区に古くから伝わる「加茂流舘神楽」

が１００周年を迎え、２１日に宝江舘ふれあいセンターで記念

祭を開催、約１５０人が出席しました。舘神楽は明治時代、五

穀豊穣などを願って地区の青年神楽として行われたのが始

まりとされ１９７０年に舘神楽保存会を発足、現在では地元小

学校への指導などを行っています。

加茂流舘神楽１００周年を祝う

▲八幡舞で幕を開けた記念祭に多くの人が訪れました

トピックス 
 ぷらぷらすす

▲初体験の白菜の種まきにとまどいながら挑戦する生徒

ファームステイで農業の大切さを学ぶ

▲今後の協力を誓い握手する三上社長（右）と布施市長

宅配用食材の加工・配送施設が登米市に

▲熱中症の症状などについて熱心に受講する参加者

市立佐沼病院では、市内スポーツ少年団を指導される人を

対象に、スポーツの指導中や競技中における熱中症などの

予防やけがの処置方法について、佐沼病院外科長兼登米診

療所副所長の深谷雄一郎医師を講師に講演会を開催しまし

た。参加者は夏の季節に多発する熱中症の症状やその対処

方法などについて熱心に受講していました。

佐沼病院でスポーツ講演会を開催

神奈川大学附属中学校の２年生１２０人が、８月１日から３

日までの３日間、市内３０世帯の農家に民泊しながら農作業

体験をしました。それぞれの農家では野菜やりんごの収穫、

家畜の世話などを体験し、初めて農作業を体験した生徒は、

なれない手つきで戸惑いながらも、作業を通して農業の大

変さや食糧の大切さを学んでいました。

食材宅配サービスの「ヨシケイ宮城」（仙台市泉区）と市は、

８月８日に米山町中津山にある市有地の売買契約を締結し

ました。同社は、県北での事業を拡張するためその拠点と

なる施設の建設用地として取得。市では新たな雇用が見込

まれるほか、食材は市内の農家と契約栽培を進める計画も

あり、市の産業振興に結びつくものと期待しています。

８/８

７/２１

８/１～３

８/１２
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場場

ポケモンがとてもお気に入

りな駿矢くん。動物では犬

や猫、食べ物ではカレーライ

スが大好きです。２人のお

兄ちゃんといつも鬼ごっこ

やかくれんぼをして仲良く

遊ぶ駿矢くんです。

しまじろうがお気に入りの

佑夏ちゃん。テレビに映る

しまじろうに合わせて上手

に歌を歌ったりダンスをし

たりします。外では大好き

なブランコやプールで元気

に遊ぶ佑夏ちゃんです。

菅原  佑  夏 ちゃん
ゆう か

（石越町新道）

平成17年７月８日生まれ

（３歳）

元さんの長女

小野寺　 莉  沙 さん（東和中１年）
り さ

（東和町米谷第９区・武男さん方）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
と

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ししししししししししししししししししししし
の

夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
№４１

作

品

募

作

品

募

集集

!!

●
　
月
号
は
短
歌
で
す
。

１０

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
９
月
　
日
ま
で
ご
応

１０

募
く
だ
さ
い
。な
お
作
品
に
は
す
べ
て
か
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
掲
載
し
ま
す
。

市民の広場の保護者

名は、取材時に申し

出のあった人の名前

を掲載しています。

市
民
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
掲
載
を
希
望
す
る
人
や

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
係
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
　
萎
９
８
７
‐
０
５
１
１

　
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

　
　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０
　
胃
０
２
２
０
（
　
）
９
１
６
４

２２

２２

　
　
 E
メ
ー
ル

k
oho@

c
ity
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

　
　
　

俳
　
句

木
の
葉
っ
ぱ
手
折
り
て
汲
み
し
岩
清
水
　
　
千
　
葉
　
か
つ
子
（
中
田
）

幸
不
幸
何
も
て
計
る
星
祭
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
と
き
子
（
中
田
）

み
ち
の
く
の
青
田
貫
く
新
幹
線
　
　
　
　
　
菊
　
地
　
ヤ
　
イ
（
中
田
）

暗
雲
に
 石
榴
 の
花
の
花
明
か
り
　
　
　
　
　
金
　
野
　
容
　
子
（
中
田
）

ざ

く

ろ

幹
線
掘
の
水
音
高
き
梅
雨
夕
べ
　
　
　
　
　
酒
　
井
　
み
つ
子
（
中
田
）

夏
本
番
 涼
  暑
  奏
 で
る
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
恒
　
子
（
中
田
）

れ
い
 し
ょ
 か
な

穀
倉
地
平
穏
祈
る
厄
日
か
な
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
一
　
男
（
中
田
）

来
し
方
の
わ
が
人
生
や
走
馬
灯
　
　
　
　
　
千
　
葉
　
と
も
ゑ
（
中
田
）

古
希
の
会
ま
た
喜
寿
に
ね
と
夏
の
雨
　
　
　
千
　
葉
　
三
　
学
（
中
田
）

星
ま
つ
り
は
な
や
ぐ
子
ら
と
下
駄
の
音
　
　
小
野
寺
　
タ
ヘ
子
（
中
田
）

 虹
 そ
め
て

に
じ

 蜩
 の
声
泣
き
や
ま
ぬ
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
保
　
治
（
東
和
）

ひ
ぐ
ら
し

　
　
　

川
　
柳

 消
 

し
ょ
う

 費
  税
  裏
 で
タ
バ
コ
と
 鬼
 ご
っ
こ
　
　
　
　
武
　
内
　
弘
　
也
（
中
田
）

ひ
 
ぜ
い
 う
ら
 

お
に

母
が
呼
ぶ
素
直
に
戻
る
仔
馬
か
な
　
　
　
　
佐
　
藤
　
四
　
郎
（
豊
里
）

 帰
  省
 客
菓
子
 折
  一
 つ
で
一
家
族
　
　
　
　
　
加
美
山
　
三
　
郎
（
米
山
）

き
 
せ
い
 

お
り
 ひ
と

 佐藤  駿 
しゅん

 矢 くん
や

（迫町江合）

平成１８年９月２０日生まれ

（１歳）

孝德さんの三男

　
現
在
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所

属
し
て
い
る
莉
沙
さ
ん
。
練
習
の

と
き
は
、
大
き
な
声
を
出
し
て

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
莉
沙
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
保

育
士
に
な
る
こ
と
。
莉
沙
さ
ん
が

保
育
園
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
先

生
が
と
て
も
や
さ
し
く
接
し
て
く

れ
た
り
よ
く
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

た
の
で
、
自
分
も
保
育
士
に
な
り

い
つ
も
笑
顔
の
や
さ
し
い
先
生
に

た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
地
域
で
は
近
く
の
子
ど
も
の
お

世
話
を
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　「
将
来
は
ど
ん
な
先
生
に
な
り

た
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
は

「
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
し
て
、
子
ど
も
に
好
か
れ
る

先
生
に
な
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
身
長
と
血
液
型
　
1
6
7

㌢

で
Ｏ
型
で
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
現
在
は
　
市
内
の
村
田
製
作
所

に
勤
務
し
て
い
て
、
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
の
部
品
を
作
る
業
務
を

し
て
い
ま
す
。
仕
事
で
は
毎
日
同

じ
作
業
工
程
な
の
で
ミ
ス
を
し
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
自
分
の
性
格
　
自
分
で
は
普
通

だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
が
や
っ
て

い
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

が
る
の
で
、
友
達
か
ら
は
、
変

わ
っ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
休
日
は
　
友
達
と
キ
ャ
ン
プ
や

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
先
日
も
南
方
の
大
嶽
山
で

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
趣
味
は
　
体
を
動
か
す
の
が
好

き
な
の
で
、
夏
は
ア
ウ
ト
ド
ア
、

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
で
は
独
学
で
す
が
書

道
を
始
め
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
理
想
の
女
性
像
　
自
分
の
考
え

に
し
ん
を
持
っ
て
い
る
人
。
人
物

で
い
え
ば
小
野
小
町
の
よ
う
な
人
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と
　
海
外

旅
行
で
オ
ラ
ン
ダ
や
ジ
ャ
マ
イ
カ

な
ど
に
行
っ
て
み
た
い
。
友
達
の

輪
を
広
げ
て
多
く
の
仲
間
と
楽
し

み
を
共
有
し
た
い
。

外で遊ぶのが大好きな美月

ちゃん。ボール遊びや三輪

車、かけっこが特に大好きで

す。アンパンマンがお気に

入りで、ハンカチやコップな

どの小物も全部アンパンマ

ンでそろっています。

中嶌  美  月 ちゃん
み づき

（米山町江浪）

平成１８年７月５日生まれ

（２歳）

孝幸さんの長女

音楽やお絵描きが大好きな

陽世くん。音楽に合わせて

手をたたいたり、ペンでい

ろいろな絵を書いたりして

遊んでいます。食べ物は好

き嫌いがなく、なんでも良

く食べる陽世くんです。

■大人向け

　※たくさん新刊が入りました。詳しくは市ホーム

　　ページをご覧ください。

■子ども向け

伊藤　雄太さん（2５歳）

　いとう　ゆうた　

　登米町新町・おとめ座

長
時
間
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
な
の
で

集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い

わ げ す た づ

わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ　わげすたづ

まままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののの若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆
№４１

　
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
　

№４１

鈴木  陽  世 くん
よう せい

（中田町新町）

平成1９年５月５日生まれ

（１歳）

達世さんの長男

『しゃばけ』シリーズ第７弾

刊行。おなじみの妖怪が大

活躍します。

いっちばん 

畠中恵／著

新刊紹介 ＝登米図書館＝ 緯０２２０（５２）２３１６

こわくて、背筋がゾゾーッと

寒くなるお話しがいっぱい。

本当にこわ～い都市伝説

藤田晋一／著

片付けのトレーニングしま

せんか。片付け上手になる

アイデアがいっぱいです。

親子で片付けが
上手になる！
辰巳渚／著

きょうりゅうせかい
地図絵本
レッカ社／著

恐竜たちが生きていた時代、

世界地図と一緒に見て見よう。

ずっとずっと変わらない気

持ち。親が子を思う気持ち。

あなたがとっても
かわいい
みやにしたつや／著

宮部みゆきの新刊時代小説。

娘の心を溶かす不思議な江

戸の百物語とは。 

おそろし

宮部みゆき／著
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歯科休日当番医休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）月　日

緯 0225（76）2023豊里町市 立 豊 里 病 院緯 0225（76）2023豊里町市 立 豊 里 病 院９/７

緯 0220（22）8145迫　町ホ ワ イ ト 歯 科緯 0220（22）6100迫　町沼 倉 小 児 科 医 院14

緯 0220（22）6007迫　町ちば歯科クリニック緯 0220（29）6060南方町やすらぎの里  サンクリニック15

緯 0225（68）3244津山町津 山 歯 科 診 療 所緯 0220（28）3398迫　町新 田 診 療 所21

緯 0220（55）3300米山町よねやま歯科診療所緯 0220（22）2160迫　町佐 藤 内 科 医 院23

緯 0220（22）7767迫　町中江歯科クリニック緯 0220（35）1161中田町おおたおおたにクリニック28

緯 0220（52）2175登米町市 立 登 米 診 療 所緯 0220（52）2175登米町市 立 登 米 診 療 所10/５

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００

産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

健 康 ＆ 福 祉

９月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。 　母子健康手帳は原則として、住

所地の総合支所市民福祉課健康づ

くり係で交付します。

　上記以外においでの際は、事前

にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っ

ています。気軽にご相談ください。

電話での相談も、随時受け付けて

います。

母子健康手帳の交付
と

妊  産  婦  相  談

障害者就業相談のお知らせ

【相談日】　９月２４日（水）

【場所・時間】

　 ▼東和総合支所：午前９時３０分～正午

　 ▼県東部保健福祉事務所　登米地域事務所：午後１時３０分～

　３時

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】

　 ▼福祉事務所生活福祉課　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　 ▼各総合支所市民福祉課　市民福祉係

大切な“いのち”を守るため
　  献血にご協力ください

全血10：00～12：00迫 リ コ ー ㈱９/25

成分
10：00～11：00迫 保 健 セ ン タ ー

　※要予約
　緯 0220（22）5554

10/７
13：00～15：00

【問い合わせ】
　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　　緯 0220（58）2116

毎週月曜日

8：30 ～ 11：30

一人で悩まずに相談を

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554医　師迫保健センター２５日（木）迫

緯 0220（52）5054カウンセラー登米総合支所１９日（金）登　米

緯 0220（53）4112医　師東和地域福祉センター１６日（火）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館２６日（金）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター５日（金）豊　里

緯 0220（55）2112家族相談士米山総合支所２５日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所４日（木）石　越

緯 0220（58）2113家族相談士南方保健センター１１日（木）南　方

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください
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田口　 朋  佳 ちゃん
とも か

（南方町大岳・信宏さん）

佐々木 幸  生 くん
こう せい

（迫町大網南・和弘さん）

及川　 寛  大 くん
かん た

（迫町錦東・浩さん）

秀　ちひろちゃん
（迫町江合・洋一朗さん）

藤原　 怜  央 くん
れ お

（迫町山ノ神・健司さん）

田中　 咲  葵 ちゃん
さ き

（迫町平柳・顕さん）

阿部　 華  樹 くん
はる き

（迫町光ヶ丘東・一治さん）

櫻田　 海  斗 くん
かい と

（南方町一ノ曲・正弘さん）

佐藤　 花  音 ちゃん
か のん

（南方町狼掛・信行さん）

北舘　 青  空 くん
はる く

（迫町本田・和彦さん）

藤浦　 和 
かず

 樹 くん
き

（迫町光ヶ丘東・正美さん）

８月８日までの
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子は、

市内５地区で
４ ２ 人中 １ ８人でした

菊地　 真  央 ちゃん
ま お

（迫町光ヶ丘東・由理さん）

佐藤　 瑞  華 くん
みず か

（南方町柳沢・一見さん）

工藤　 透 
とう

 綺 くん
き

（中田町石森長根・雄輔さん）

菅原　 悠  真 くん
ゆう ま

（石越町渋川・謙さん）

羽生 多  真  美 ちゃん
た ま み

（中田町巻・宏幸さん）

関　 奈  那 ちゃん
な な

（中田町茶畑・豊さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

森田　 大  斗 くん
ひろ と

（中田町弥勒寺北・義郎さん）

【検診期間】　９月８日（月）～２０日（土）

【指定医療機関】　結城産婦人科医院

【受付時間・検診日】　※日曜日を除く

【対象者】　米山町在住の２０歳以上の女性で、先に実施し

先に子宮がん検診（集団検診）を実施しましたが、受けられなかった人を対象に下記のとおり実施します。

土金木水火月受付時間

○○○○○○９：００～１１：３０午前

×○○○○○２：００～５：３０午後

　た子宮がん検診（集団検診）を申し込みし、受けられ

　なかった人

【検診料金】　無料

【受診方法】　集団検診の際に配布した「子宮がん検診通

　知書」を必ず持参し、指定医療機関で受診してくださ

　い。

【問い合わせ】　

　米山総合支所市民福祉課　健康づくり係

　緯 0220（55）2112

子宮がん検診実施のお知らせ米山町
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　９月の
　パソコン無料相談室

　登米祝祭劇場
　９月のイベント情報

◆えほん・おもちゃであそぼう！！

ふれあいひろば

【日時】　９月１０日（水）午前１０時～

【場所】　小ホール

【入場料】　一家族300円

【問い合わせ】　

　NPO法人すくすく保育研究所

　緯 090（2999）8253

◆劇団ドリーム☆キッズ第６回公演

「風の声がきこえる2008」

【日時】　９月１３日（土）午後６時～、

　１４日（日）午後１時～

【場所】　大ホール

【入場料】　前売り：大人＝1,000円、

　小・中・高校生＝500円、親子ペ

　ア＝1,400円（ペア券は前売りの

　み）

【問い合わせ】　登米祝祭劇場

　緯 0220（22）0111

　パソコンで困っている人のため、

無料相談会を開催します。パソコン

の持ち込みが可能な人は、持参して

ください。

【日時】　９月２８日（日）

　午前１０時～正午

【場所】　登米公民館

【申込期限】　５日前まで

【申し込み・問い合わせ】

　NPO法人パソコン・ネット・みやぎ

　緯 0220（21）5262

　障害者就職面接会

　障害者雇用を支援するため、迫・

築館・古川公共職業安定所合同で就

職面接会を行います。

【日時】　９月１２日（金）

　午後１時３０分～３時３０分

【場所】　県大崎合同庁舎１階

　大会議室

【対象者】　身体などに障害のある人

【その他】

　参加事業所も募集しています。

【問い合わせ】　

　ハローワーク迫

　緯 0220（22）8609

　高齢者・障害児（者）の
　ための「電話一斉相談」

【問い合わせ】　

　県社会福祉協議会

　総合相談センター

　緯 022（223）1165

　県社会福祉協議会では、専門家な

どによる電話一斉相談を行います。

　相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。

【日程】　９月１１日（木）・１２日（金）

【時間】　午前１０時～午後３時

　※正午～午後１時を除く

【相談専用電話番号】

　緯 022（221） 7  8  3  0 
な や み ゼロ

【相談種別】

相談員相談の内容種　別

弁護士
相続、多重債務、契
約、離婚などの相談

法　律

保健師
健康管理や介護の仕
方などの相談

保　健
介　護

専門員
高齢者、障害児（者）
の日常生活自立支援
などの相談

障害児
（者）等

相談員
日常生活のさまざま
な悩みごと相談

その他
一　般

　県東部保健福祉事務所
　９月の相談

アルコール家族教室

【日時】　９月１７日（水）

　午後１時３０分～３時３０分

【対象者】　飲酒の問題で悩んでいる

　家族、アルコール依存症について

　知りたい家族

【テーマ・内容】　

　“世代を貫く”アルコール依存症と

　いう病気

精神保健福祉相談

【日時】　９月２５日（木）

　午後２時～３時

【対象者】　心の悩み、ストレスなど

　を抱えた本人・家族・関係者など

・共通事項

【場所】　県東部保健福祉事務所

　登米地域事務所

【相談料】　無料

【予約方法】　事前に電話で予約して

　ください。

【問い合わせ】

　県東部保健福祉事務所

　登米地域事務所　母子・障害班

　緯 0220（22）6118

　地球温暖化防止活動
　推進員募集

　県では、日常の身近なところから

取り組む地球温暖化防止活動を推進

するため、温暖化防止のアドバイス

などを行う推進員を募集します。

【応募資格】　地球温暖化防止活動に

　熱意があり、県内に住む２０歳以上

　の人

【募集人員】　３０人程度

【応募方法】　電話でお問い合わせく

　ださい。希望者に募集要項を送付

　しますので、必要書類を持参また

　は郵送してください。

【募集期間】

　９月１日（月）～１０月１７日（金）

【応募先・問い合わせ】

　県環境生活部環境政策課

　地球環境班

　緯 022（211）2661
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【参加費】　300円

【服装・持参するもの】

　運動しやすい服装で、大きめのバ

　スタオルを持参してください。

【申込方法】　電話、ファクシミリ、

　電子メール

　※ファクシミリと電子メールの場

　合は、住所、氏名、電話番号、託

　児希望の有無、託児を希望する場

　合はその人数と年齢を記入の上、

　ボディポテンシャル講習会参加希

　望と明記してください。

【申し込み・問い合わせ】

　社会福祉法人恵泉会

　地域生活支援センター

　緯 0220（21）1011

　胃 0220（21）1012

　死 k-shien@keisen-net.jp

　人間が本来持っている能力を引き

出し、今よりもっと楽に動けるよう

に効率のよい動きに改善していくこ

とを目的に、公認指導士のもと講習

会を開催します。肩こりや腰痛の回

復にもつながります。

【日時】　９月１６日（火）

　午前１０時～１１時３０分

　※受け付けは午前９時４５分～

【場所】　迫武道館　柔道場

【対象者】　体の不自由な人およびそ

　の人を介護している人など、どな

　たでも参加できます。

【募集人員】　５０人

　一関学院高校通信制課程
　10月入学生募集

　平成２０年度通信制課程後期入学生

を募集します。自分のペースに合わ

せた学習で単位を取得して、高等学

校の卒業資格を取得しませんか。

【対象者】

　中学を卒業した人

　高校在学中で転校を希望する人

　高校を退学した人

【募集学科】

　 ▼一般コース＝自宅学習を基本と

　して、週末（土曜・日曜日）にス

　クーリング（面接指導）を行いま

　す。

▼在宅コース＝教科書授業ＣＤを

　使って、自宅で学習します。学期

　末に数日の集中スクーリングと単

　位認定試験を行います。

【入学試験内容】　作文、面接

　※９月中に行います。

【入学】　１０月

【願書提出期限】　９月２４日（水）

【出願書類請求先・問い合わせ】

　一関学院高等学校　通信制課程

　〒021－0871

　岩手県一関市八幡町５番２４号

　緯 0191（23）4240

　県農業実践大学校
　学生募集

　平成２１年４月入学の学生を募集し

ます。

【募集コース・人員】

　①農産学部＝１５人

　②園芸学部＝１５人

　③畜産学部＝１５人

　④農村起業学部＝１０人

学校長・市町村長推薦入校

【資格】　高校を卒業見込みで学校長

　が推薦した人または高校を卒業し

　た人で市町村長が推薦した人

【試験日】　１０月１５日（水）

【願書受付】

　９月１８日（木)～１０月１日（水）

　※消印有効

一般入校

【資格】　高校を卒業（見込みを含む）

　した人またはこれと同等以上の学

　力がある人

【試験日】　１２月１９日（金）

【願書受付】

　１１月２１日（金）～１２月４日（木）

　※消印有効

・共通事項

【問い合わせ】

　県農業実践大学校　教務部学生班

　緯 022（383）8138

　県民体育大会
　ソフトボール競技会

　県内の男子強豪チームが一堂に会

して、熱戦が繰り広げられます。ご

観戦、ご声援をお願いします。

【日時】　９月２０日（土）午前９時～

　※雨天時＝９月２１日（日）

　午前９時～

【場所】　東和総合運動公園

　※雨天時＝吉田運動場（米山町）

【問い合わせ】

　市ソフトボール協会

　事務局：佐藤　學

　緯 090（7798）1434（携帯）

　第３回市長杯争奪ソフト
　ボール大会参加者募集

【日時】　１０月１９日（日）

　午前８時３０分～　※小雨決行

　※雨天時予備日＝１０月２６日（日）

【会場】　東和総合運動公園

【種別】　成年男子

【参加資格】　市内クラブチーム、事

　業所チームおよび一般

【チーム編成】　監督１人・コーチ１

　人・スコアラー１人・選手２５人以

　内とし、監督およびコーチが選手

　を兼ねる場合は、選手登録を行う

　こと。

【競技規則】　2008年度オフィシャ

　ル・ソフトボールルールによる。

【競技方法】　トーナメント方式

【参加費】　１チーム5,000円

【申込方法】　市ソフトボール協会事

　務局（佐藤）まで電話で連絡願い

　ます。その後、申込用紙に必要事

　項を記入し、参加費を添えて申し

　込んでください。

【申込期限】　１０月１３日（祝）必着

【申し込み・問い合わせ】

　〒987－0611　

　登米市中田町浅水字東川面３０７－

　１　登米市ソフトボール協会

　事務局：佐藤　學

　緯 0220（34）7349

　緯 090（7798）1434（携帯）

　ボディポテンシャル
　講習会in登米 参加者募集
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　市食材まつり実行委員会では、消

費者の皆さんに市内で生産された農

産物を使ったおいしい料理を味わっ

ていただきながら、意見交換などを

通して生産者との交流を深める「登

米市の食材まつり」を行います。

　豊富なメニューを用意してお待ち

していますので、ぜひご来場くださ

い。

【日時】　９月１３日（土）午前１０時～

　登米市の食材まつり

【日時】　９月１０日（水）午後６時～

【場所】　ホテルサンシャイン佐沼

【内容】　講演会

　 ▼演題＝原油価格高騰と日本の石

　油価格・需要動向について

　 ▼講師＝苛日本エネルギー経済研

　究所石油センター　遠藤孝人さん

【参加費】　無料

【募集人員】　１００人

【申込方法】　電話

【申込期限】　９月８日（月）

【申し込み・問い合わせ】

　登米法人会　青年部

　緯 0220（22）6617

　第20回　ユートリエ展

　市内の３０～８０代の１５人がメンバー

となり活動している絵画クラブ

「ユートリエ」の油絵展を開催します。

【日時】　１０月１２日（日）・１３日（祝）

　午前９時～午後５時

　※１３日は午後４時まで

【場所】　中田生涯学習センター

【内容】　油絵約４０点の展示

【問い合わせ】

　絵画クラブ「ユートリエ」

　会長：佐藤啓子

　緯 080（5221）5223（携帯）

　１０月から１２月までの仙台・宮城デ

スティネーションキャンペーンや三

陸縦貫自動車道（仮称）登米インター

チェンジの開設に向けて、登米市へ

お越しになるお客さんを暖かく迎え

るため、市民のおもてなしの心の向

上を目的としたセミナーを開催しま

す。

【日時】　９月１８日（木）

　午後１時３０分～３時３０分

【場所】　とよま観光物産センター

　「遠山之里」研修ホール

【対象者】　市内の観光・商工・農林

　漁業従事者など観光に興味のある

　人ならどなたでも参加できます。

【内容】　講演会

　 ▼演題＝発想の転換による観光産

　業の活性化

　 ▼講師＝観光カリスマ工藤事務所

　代表　工藤順一さん

　「ようこそ登米」
　おもてなしセミナー
　参加者募集

【場所】　ホテルニューグランヴィア

【内容】　

　ホテル料理長による米粉を使っ

　た体験料理講習

　新鮮な食材による昼食

　柴田三兄妹による津軽三味線ラ

　イブ

【その他】　ひとめぼれ１茜のお土産

　が付きます（2,000円チケットの

　み）

【料金】　中学生以上2,000円

　小学生1,000円

【チケット販売・問い合わせ】

　市食材まつり実行委員会

　（産業経済部農林政策課〔市役所中

　田庁舎２階〕内）　

　緯 0220（34）2716

▼

昨
年
の
様
子

【募集人員】　１００人

【参加費】　無料

【申込方法】　電話

【申込期限】　９月１０日（水）

【申し込み・問い合わせ】

　県東部地方振興事務所

　登米地域事務所　地方振興部

　緯 0220（22）6123

　全国一斉「子どもの人権
　110番」強化週間

　仙台法務局と県人権擁護委員連合

会では、全国一斉「子どもの人権１１０

番」強化週間を実施します。

　相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。予約は不要です。

【日時】

　 ▼９月８日（月）～１２日（金）

　午前８時３０分～午後７時

　 ▼９月１３日（土）・１４日（日）

　午前１０時～午後５時

【相談内容】　いじめ、体罰、虐待な

　ど子どもをめぐるさまざまな人権

　問題について

【相談員】

　人権擁護委員、法務局職員

【相談電話番号】　※フリーダイヤル

　緯 0120（007）110

【問い合わせ】

　仙台法務局　登米支局

　緯 0220（52）2070

　白鳥スマイルキッズデー
　参加者募集

　親子で体験保育ができます。

　また、専任保育士が育児相談にも

応じます。

【日時】　９月１２日（金）

　午前９時３０分～１１時

【場所】　白鳥保育園（南方町）

【対象者】　１歳～就学前の児童

【内容】　運動会ごっこ

【申込方法】　電話

【申し込み・問い合わせ】

　白鳥保育園

　緯 0220（58）2681

　※随時、受け付けています。

　「経営研修会」参加者募集
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【問い合わせ】　市民生活部国保年金課　　緯 0220（58）2166

　　　　　　　古川社会保険事務所国民年金業務課　緯 0229（23）1203

国民年金の保険料が一部免除された人国民年金の保険料が一部免除された人へへ

　国民年金保険料の免除制度には全額免除のほか、４分の３、半額、４分の

１の免除があります。全額免除を優先して希望していた場合でも、前年の所

得（本人及び配偶者、世帯主）によって一部免除になることがあります。

　一部免除は、保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が

免除となる制度です。

　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は未納と同じ扱いとなるた

め、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮

の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合があります。

一部免除になった人には、減額になった納付書が送付されますので、未納に

ならないよう納付期限に気を付けて納付しましょう。

◆一部が免除されたときの保険料額（平成２０年度１カ月あたり）

◆納める割合以上に、年金額に有利に反映します

　全額納付したときを「１」とすると、一部免除は

3,600円４分の３免除（４分の１納付）

7,210円半額免除（半額納付）

10,810円４分の１免除（４分の３納付）

６分の３４分の１を納付

で計算されます。６分の４して半額を納付保険料の

６分の５４分の３を納付

　迫養護学校
　第13回学校公開

【日時】　９月１７日（水）

　午前９時１５分～正午

【場所】　県立迫養護学校

【内容】

　全体会（迫養の教育についての

　説明など）

　授業公開：小学部＝遊びの指導、

　中学部＝音楽、高等部＝生活単元

　学習

　※教育相談の受け付けもします。

【申し込み】　電話、ファクシミリ

　※資料などの準備の都合上、でき

　るだけ事前に申し込みをしてくだ

　さい。

　※ファクシミリの場合は、所属

　（通学・勤務している学校名など）・

　氏名を記入の上、学校公開参加希

　望と明記してください。

【申込期限】　９月１０日（水）

【問い合わせ】

　県立迫養護学校

　緯 0220（22）9484

　胃 0220（22）7628

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ国民年金だよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

軽油引取税の免税申請について

　農家の皆さんが農業用に使用する軽油には、32.1円／渥の軽油引取

税が課税されていますが、農業用機械などの動力源に使用する場合、

申請手続きを行うことで免税となる制度があります。ぜひご活用くだ

さい。

　※例：1,000渥購入する場合は、３万2,100円の効果があります。

　産業経済部農林政策課（市役所中田庁舎２階）では、免税申請の相

談に乗るほか、申請書類の書き方など、手続きの支援を行っています。

【対象となる農業用機械】

　トラクター、コンバイン、収穫用脱穀機など

【持参するもの】

　印鑑、耕作証明書、農作業受委託契約書の写し、農機具の所有証明

【申請書提出先】

　登米県税事務所（県登米合同庁舎２階）　

【問い合わせ】

　産業経済部農林政策課　経営支援係

　緯 0220（34）2716

　健康保険、国民年金など社会保

険全般について相談に応じます。

【９月の開設日】　９月１７日（水）

【時間】　午前９時１０分～正午、

　午後１時～３時３０分

【場所】　迫公民館

【問い合わせ】

　古川社会保険事務所

　緯 0229（23）1203

社会保険相談所開設
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　農地は、大切な食料を生産するみんなの財産です。

　住宅、倉庫、資材置場、駐車場などとして農地の利用方法を変更する場合

は、たとえ一時的でも転用の手続きが必要です（場所によっては転用できな

いこともあります）。

　農地を農地以外として利用する場合は、事前にお近くの農業委員または農

業委員会へご相談ください。

　小作地＊の所有状況を下記により縦覧しますので、農地の貸主・借主は自分

の小作状況を確認してください。

　＊小作地：農地法の許可を得て賃貸借し、その契約が８月１日現在も継続

　している農地

【期間】　９月１日（月）～３０日（火）　※土曜・日曜、祝日を除く

【時間】　午前８時３０分～午後５時

【縦覧場所】

　 ▼農業委員会事務局（市役所中田庁舎１階）

　 ▼農業委員会各事務所（各総合支所地域生活課内）

小作地の所有状況の縦覧について

農地の無断転用をなくしましょう

　農地の売買や貸借、転用などの申請書受付締切日は、毎月１０日となってい

ます。詳しくは、最寄りの農業委員会各事務所にお問い合わせください。

申請書受付締切日は毎月10日

【問い合わせ】

　 ▼農業委員会農地管理課　農地係　緯 0220（34）2317

　 ▼農業委員会各事務所（各総合支所地域生活課内）

　宮城県農業公社では、南方町内に約１２ha（全５４筆）の農地（田）を所有し

ています。これらの農地を、経営規模拡大など農地取得を考えている農家に

売り払いします。金額や面積などの売り払い条件については、宮城県農業公

社、農業委員会、お近くの農業委員までお問い合わせください。

【問い合わせ】

　 ▼宮城県農業公社　農地管理班　緯 022（275）9192

▼農業委員会農地管理課　農政農振係　緯 0220（34）2317

面　積筆数字町名

㎡2,885１王 塚

南方町

㎡3,093１新 梶 沼

㎡4,966２新若狭前

㎡3,612１新真ヶ沼

㎡24,922９新 千 間

㎡10,293８新 川 前

㎡6,854６新大畑前

面　積筆数字町名

㎡12,330４新 沢 浦

南方町

㎡2,081２新堂地前

㎡3,398１新畑岡下

㎡7,006３新養賢堂

㎡8,280４大 阪 前

㎡26,67712南大畑浦

　家庭犬しつけ方教室
　受講者募集

時 間場　所地区月　日

１０：００
～

１２：００

石越公民館石越
９月２８日
（日）

南方環境改善
センター

南方
１１月１６日
（日）

津山公民館津山
１１月３０日
（日）

　市では、今年度から市内９カ所で

「家庭犬しつけ方教室」を開催します。

※今回掲載分で、今年度の教室は終了と
なります。

【対象】　市内在住の人と家庭犬（体

　格は中型まで）

【定員】　各地区１５組

　※ただし聴講については３０人まで

【講師】　警察犬訓練所　公認訓練士

【内容】　日本警察犬登録協会公認訓

　練士によるデモ犬の各種模範動作、

　犬のしつけ方などの相談会

【申込方法】　電話、ファクシミリ、

　電子メール　

　※ファクシミリ、電子メールの場

　合は、各総合支所地域生活課に備

　え付けの受講申込書か任意の用紙

　に氏名、住所、電話番号、受講希

　望地区、愛犬の名前を記入の上、

　家庭犬のしつけ方教室受講希望と

　明記してください。

【申込期限】　各開催日の５日前

【申し込み・問い合わせ】

　市民生活部環境課　生活環境係

　緯 0220（58）5553

　胃 0220（58）3345

　死 kankyo@city.tome.miyagi.jp

農業委員会からのお知らせ

農地（田）の売り払いについて

　素晴らしい登米市の環境を子ど

もたちに残すため、不法投棄は

「しない」「させない」「許さない」と

いう意識を持ち、不法投棄を根絶

しましょう。

９月は「廃棄物不法投棄
防止強化月間」です

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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産下水道とは

　わたしたちの毎日の暮らしで使用した水が、住宅の周りにたまったりする

と、蚊やハエなどが発生したり、嫌なにおいがしたりする原因になります。

また、汚い水がそのまま流れ出ると、川や海がどんどん汚れていきます。

　こうした問題を解決するのが下水道です。台所やトイレなどの水が地下の

下水道管を流れて行き、終末処理場できれいな水に生まれ変わり、川や海に

放流されます。

産下水道への接続のお願い

　生活環境を清潔で快適なものにするため、１日も早く下水道に接続しま

しょう。なお、工事は、市が指定した工事店へ申し込んでください。

　【接続支援】

　　①水洗便所改造資金：無利子で融資する制度です。下水道供用開始５年

　　以内に水洗便所に改造する場合、対象になります。

　　②宅内排水設備費補助：排水設備の管路延長が長い人の負担を補助する

　　制度です。管路延長が３０ｍを超える場合、超える部分に対して、１ｍ当

　　たり5,000円を補助します。

　※支援の詳細な内容および申請方法については、建設部下水道課にお問い

　合わせください。

産「処理場見学会」参加者募集

　下水処理の仕組みなど、下水処理場の見学会を開催します。

　【日時】　９月１０日（水）午前１０時～

　【場所】　佐沼環境浄化センター

　【募集人員】　３０人程度

　【申込方法】　電話

　【申込期限】　９月９日（火）

　【申し込み・問い合わせ】　

　　建設部下水道課　事業管理係

　　緯 0220（34）2359

　カウンセラーによる
　教育相談

　市教育研究所では、不登校・いじ

めなどの子どもにかかわる悩みを抱

えている人のために、専門のカウン

セラーを配置して教育相談を行って

います。

　電話での相談もできますので、一

人で悩まずにご相談ください。

【相談日時】

【場所】　市視聴覚センター

　２階教育相談室

相談時間相　談　日

９：５０

１０：５０

１１：５０

１３：５０

１４：５０

１５：５０

～

～

～

～

～

～

9：00

10：00

11：00

13：00

14：00

15：00

①

②

③

④

⑤

⑥

９日（火）

９月 １６日（火）

３０日（火）

７日（火）

１０月
１４日（火）

２１日（火）

２８日（火）

４日（火）

１１月
１１日（火）

１８日（火）

２５日（火）

※１２月以降については、後日お知らせし
ます。

　「下水道の日」は1961年（昭和３６年）、著しく遅れているわが国の下水道の

全国的な普及（当時の普及率６％）を図る必要があることから、「全国下水道

促進デー」として始まりました。それから約４０年が経過し、２１世紀のスター

トに当たる2001年に「下水道の日」に変更されました。

　市民皆さんに環境保全意識を持っ

てもらうため、環境出前授業を行い

ます。皆さんぜひご参加ください。

【日時】　９月１３日（土）

　午後３時～４時４５分

【場所】　長沼フートピア公園駐車場

　特設野外ステージ

【内容】　歌を交えながらの講演会

　 ▼演題＝みんなが愛する水の里

　「登米市の自然環境を考えよう！」

　 ▼講師＝吉川団十郎さん

【問い合わせ】

　市民生活部環境課　環境政策係

　緯 0220（58）5553

　環境出前授業のお知らせ

【相談方法】　面接、電話

　※いずれの場合でも予約が必要で

　す。

【予約時間】　月曜から金曜日まで

　（祝日を除く）の午前８時３０分から

　午後５時まで

【相談専用電話】

　緯 0220（22）8125

【予約先・問い合わせ】

　市教育研究所

　緯 0220（22）8029

　９月は、公共下水道事業受益者負

担金、農業集落排水事業分担金、浄

化槽整備推進事業分担金の第２期納

期（９月３０日）となっています。

　忘れずに納めましょう。

【問い合わせ】

　建設部下水道課　事業管理係

　緯 0220（34）2359

　９月は下水道事業などの
　負担（分担）金の納期です

９月10日は「下水道の日」です

「 下水道は　きれいな未来　つくる道 」

▲佐沼環境浄化センター
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　第８回博物館お月見会
　ギター弾き語りの夕べ

　毎年恒例のお月見会。今年はブラ

ジルの音楽「ボサノバ」を楽しむ企

画です。月夜に響くギターの弾き語

りをお楽しみください。

【日時】　１０月４日（土）

　午後６時３０分開演（６時開場）

【場所】

　旧亘理邸（市歴史博物館敷地内）

【演奏者】　

　小泉やよいさん、菅野拓也さん

【参加費】　一般＝500円、高校生以

　下＝300円

　※友の会会員は割引有り

【定員】　８０人（先着順）

【申込方法】　直接または電話

【申込期間】　９月２日（火）～３０日

　（火）の午前８時３０分～午後５時

　※月曜日は除く

【申し込み・問い合わせ】

　歴史博物館

　緯 0220（21）5411

『市内AED設置施設マップ』作成へご協力を

　市では、平成１８年度から２０年度まで、市内の全小・中学校および公民館など５３カ所の施設にＡＥＤ（自動体

外式除細動器）を設置しました。

　これは、施設利用者の救急救命はもとより、施設周辺地域の住民が使用することも視野に入れて設置してい

るものです。

　また、近年市内では、医療機関や企業などでも独自に設置している状況でもあり、市内には相当数のＡＥＤ

が設置されているものと思われます。

　市では、『市内ＡＥＤ設置施設マップ』を作成し、市ホームページで周知する予定です。

　現在、ＡＥＤを設置している市内医療機関や企業などで、設置施設周辺地域でも使用が可能である場合は、

『市内ＡＥＤ設置施設マップ』に掲載させていただきたいと思います。ご協力いただける場合は、ＡＥＤ設置情

報をご提供くださるようお願いします。

【連絡方法】　電話、電子メール、ファクシミリ、郵送

【連絡内容】　設置施設の名称、住所、電話番号、周辺地域

　などでのＡＥＤ利用可能時間

【第１回連絡期限】　９月３０日（火）

　※以降、連絡があれば適宜ホームページを更新します。

【連絡先・問い合わせ】

　市民生活部健康推進課　健康推進係

　〒987－0401

　登米市南方町新高石浦１３０番地

　緯 0220（58）2116　　胃 0220（58）3345

　死 kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp

　るるぱパソコン講習会
　受講生募集

　南方住民情報センター「るるぱ」

では、市民のＩＴ技術向上を目的と

してパソコン講座を開催します。興

味のある人はぜひご参加ください。

◆インターネット＆メール講座

【日時】　９月２４日（水）～２６日（金）

　午後７時～９時

【受講資格】　市内に在住または勤務

　している人で、入門講習を受講し

　た人または同程度の知識のある人

【内容】　ホームページの閲覧、電子

　メールの送受信、セキュリティ、

　利用のマナー、インターネットの

　注意点などについて学習します。

【定員】　１８人（先着順）

【参加費】　1,000円程度（テキスト代）

【受け付け】　９月１０日（水）

　午前１０時から電話受け付け開始

【申し込み・問い合わせ】

　南方住民情報センター「るるぱ」　

　緯 0220（58）5557

　就学時健康診断

【時間】　午後１時３０分～

　※受け付けは午後０時５０分から

【診断科目】

　内科・眼科・耳鼻科・歯科

【問い合わせ】

　教育委員会学校教育課　学事係

　緯 0220（34）2679

　平成２１年度小学校入学予定の児童

を対象に、就学時健康診断を実施し

ます。対象児童の保護者には、個別

に通知します。

【就学時健康診断日程】

対象地区会　場月　日

迫　町迫公民館１０月８日（水）

米山町
南方町

中津山公民館１０月９日（木）

豊里町
登米町
津山町

登米公民館１０月１６日（木）

石越町
中田町
東和町

中田農村環境
改善センター

１０月２３日（木）

産ＡＥＤ例（このほかにも、いろいろなタイプがあります）

【設置ケース】 【ＡＥＤ本体】
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平成21年度末を目標に、都市計画区域を再編します

　現在、登米市の都市計画区域は、

迫都市計画区域のほか、南方町と米

山町を除く７町で６つの区域を指定

しています。

　合併によって誕生した市や町の都

市計画区域は、基本的に一つの区域

を指定することが望ましいとされて

おり、また、平成２０年３月に策定し

た「登米市都市計画マスタープラン」

で描く将来構想を実現する上でも、

本市のまちづくりについて、具体的

な検討が必要となりました。

　このことから、市では、平成１９年

度に都市計画見直しに係る基礎調査

を実施し、点在する都市計画区域を

再編するための原案を作成しました。

■都市計画区域見直し原案のイメージ図

【市街地を維持、集落・農地は保全】

　次の基本的な考えにより見直しを行います。

　◆市街地＝現状を維持しながら、土地利用を適切に誘導します。

　◆集落・農業用地＝無秩序な市街地の拡大や開発を抑制するため、都市計画の観点から

　も保全します。

【都市計画区域が指定されたことによる影響】

　建物を建てる際に、建築可能な面積の割合が定められることや、道路へ接していなけれ

ばならないなどの制限が生じます。

【説明会などの開催を予定】

　今後は、この原案をもとに市民皆さんとの意見調整を行うため、説明会などの開催を予

定しています。詳細については、広報および市ホームページなどを通じてお知らせします。

　また、都市計画見直しに関する情報なども随時お知らせしていきます。

【問い合わせ】　建設部都市計画課　都市計画係　緯 0220（34）2446

　都市計画区域は、

自然や社会条件、人

口、土地利用、交通

量などの現況と推移

から、一体的に整

備・開発または保全

を図る必要がある地

域において、宅地、

道路、公園、下水道

などを適切に配置し、

総合的にまちづくり

を行う区域です。

都市計画区域とは？

見直しの原案現在の都市計画区域

名　称
おおむね
の 面 積
（ ha ）

区　域
おおむね
の 面 積
（ ha ）

構成する地域名　称

 登  米 都市計画区域
と め

7,200
南方町の一部を含め、
一つに再編

899迫・中田町の一部迫都市計画区域

539登米町の一部 登米 都市計画区域
とよま

532東和・中田町の一部東和都市計画区域

950現状どおり966豊里町の一部豊里都市計画区域

600現状どおり600津山町の一部津山都市計画区域

若柳都市計画区域144現状どおり144石越町（若柳町）の一部若柳都市計画区域

■現在の都市計画と見直し案との比較

※若柳都市計画区域の欄に記載している面積は、石越町対象分です。
※豊里都市計画区域は、一部除外する個所と拡大する個所を想定しています。
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緯

人　口
世帯数地区

計女男

21,84711,29310,5547,250迫

5,5742,9302,6441,824登米

7,6813,9353,7462,511東和

16,3938,4217,9724,642中田

6,9583,5653,3932,017豊里

10,5515,4175,1342,857米山

5,7012,9052,7961,581石越

9,1674,7494,4182,508南方

3,9842,0521,9321,219津山

87,85645,26742,58926,409合計

登米市のデータ

緯お知らせお知らせのの
問い合わせ問い合わせ先先

開催場所
開催日

１０月９月

迫総合支所２日（木）１日（月）

南方総合支所６日（月）４日（木）

登米総合支所９日（木）８日（月）

東和総合支所１６日（木）１１日（木）

豊里総合支所２０日（月）１８日（木）

米山総合支所２３日（木）２２日（月）

石越総合支所２７日（月）２５日（木）

津山総合支所３０日（木）２９日（月）

【時間】　午後１時３０分～４時３０分

【相談料】　無料

　※相談日以外は、商工観光課で消

　費生活相談員が応じています。

【問い合わせ】　

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

　消費生活出前相談

　各総合支所で、消費生活上のトラ

ブルや多重債務などの相談に応じ、

解決の手伝いをします。

【９月・１０月の相談日】

人口・世帯数

（平成20年7月末現在）

　納税に関する相談に応じます。

【日時】　９月２５日（木）

　午後８時まで

【場所】　市役所迫庁舎１階

　総務部税務課　徴収対策係　　

【問い合わせ】

　総務部税務課　徴収対策係

　緯 0220（22）2169

　９月の
　夜間相談窓口開設日

９月の納税 など

登米市役所　　緯 0220（22）2111

迫総合支所　　緯 0220（22）2213

登米総合支所　緯 0220（52）2111

東和総合支所　緯 0220（53）4111

中田総合支所　緯 0220（34）2311

豊里総合支所　緯 0225（76）4111

米山総合支所　緯 0220（55）2111

石越総合支所　緯 0228（34）2111

南方総合支所　緯 0220（58）2111

津山総合支所　緯 0225（68）3111

※年金天引きの人は含まれません。
※口座振替の人は、通帳の残高を
確認してください。

トレーニングルーム利用者講習会

◆なかだアリーナ
【講習会日時】　
　９月２６日（金）午後７時～
【定員】　５０人（要予約）
【受付開始】　９月２日（火）
【申し込み・問い合わせ】
　なかだアリーナ
　緯 0220（34）7302

◆とよま蔵ジアム
【講習会日時】　
　１０月７日（火）午後７時～
【定員】　２０人（要予約）
【受付開始】　９月２２日（月）
【申し込み・問い合わせ】
　とよま蔵ジアム
　緯 0220（53）1155

　９月の
　多重債務110番の日

　借金問題は必ず解決できます。一

人で悩まず、まず相談を。

【日時】　 ▼１日（月）、８日（月）、

　１６日（火）、２２日（月）、２９日（月）

　午前９時～午後８時 ▼２１日（日）

　午前９時～午後５時

【相談電話番号】

　緯 0220（34）2308　※直通

【問い合わせ】

　産業経済部商工観光課

　商業振興係

　緯 0220（34）2734

固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第４期
介護保険料　　　第４期
後期高齢者医療保険料　第３期

納期限　９月３０日（火）

▼先月は夏の高校野球、お隣中国で開催さ

れた北京オリンピックとスポーツイベント

がめじろ押しでした。皆さんも昼夜問わず

テレビにくぎ付けだったのではないでしょ

うか？ ▼これからの季節「スポーツの秋」

「読書の秋」とさまざまな秋がやってきます。

皆さんはどの秋が好みですか？ ▼これから

日に日に涼しくなります、皆さん体調管理

にはお気を付けください。（猪股）

編集室から

　防ごう！農作業事故

　これから秋の収穫作業が始まりま

す。次のことに注意して作業を行な

いましょう。

算トラクターの転倒・転落に注意！

　必ず安全フレームなどを装着しま

しょう。

算面倒でも機械はストップ！

　機械から降りて作業するときは、

巻き込み事故を防ぐために、必ずエ

ンジンを止めましょう。

算機械操作時は周囲を確認！

　周りに人がいないか、周囲の安全

を確認してから作業をしましょう。

算一日の作業予定を家族に連絡！

　一人で作業するときは、誤って事

故が発生してもすぐに対処できるよ

うに、家族に場所や作業時間を話し

ておきましょう。
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◆豊里新町特定公共賃貸住宅

　（豊里町新町５番地１）

　募集戸数　１戸（３ＬＤＫ）

　家賃月額　46,000円～55,000円

　駐 車 場　なし

◆津山柳津四丁目特定公共賃貸住宅

　（津山町柳津字本町６７番地）

　募集戸数　１戸（１ＬＤＫ）

　家賃月額　39,000円～47,000円

　駐 車 場　あり

【入居資格】

　①所得基準が２０万円以上６０.1万円

　以下であること。

　※所得基準の算出は、入居予定者

　の合計所得から世帯主以外の入居

　予定者一人につき３８万円を控除し、

　１２カ月で除した金額。

　②自ら居住するために住宅を必要

　とする人。

　③同居する親族がいること（婚姻

　予定も可）。

　④入居者全員に市税の滞納がない

　こと。

　⑤申込者または同居予定者が暴力

　団員でないこと。

【申し込み】　各総合支所地域生活課

　産業建設係

【申込期限】　９月１６日（火）

【問い合わせ】　

　建設部建築住宅課　住宅管理係

　緯 0220（34）2316

　特定公共賃貸住宅
　入居者募集

　医療費受給者証の
　更新を行います

　現在使用されている乳幼児医療費、

母子父子家庭医療費、心身障害者医

療費の受給者証の有効期限が、９月

３０日で切れます。引き続き助成を受

けようとする人は、９月中に「医療

費受給資格更新申請書」を提出する

必要があります。

　日程については、対象者全員に個

別にお知らせしますので、指定され

た日時に手続きをしてください。

【手続きの際、持参するもの】

　①受給資格更新申請書

　②医療費受給者証

　③健康保険証

　④身体障害者手帳など（心身障害

　者医療費のみ）

　⑤印鑑

【対象者】

　纂乳幼児医療費：平成１６年１０月２

　日～１７年１０月１日生まれの人

　纂母子父子家庭医療費・心身障害

　者医療費：全受給者

【問い合わせ】

　 ▼乳幼児医療、母子父子家庭医療

　福祉事務所子育て支援課

　児童福祉係

　緯 0220（58）5562

　 ▼心身障害者医療

　福祉事務所生活福祉課

　障害福祉係

　緯 0220（58）5552

　普通救命講習会
　受講者募集

　市では、一般の人も使用できるよ

うになったＡＥＤ（自動体外式除細

動器）を各庁舎や学校、体育館など

公共施設への導入配置を進めていま

す（平成２０年度現在、５３台設置済）。

　改正された心肺蘇生法を中心に、

ＡＥＤを使った講習会を開催します

ので、ぜひ受講してください。

　また、消防本部のホームページに

動画による「ＡＥＤの使い方」が紹

介されていますので、ご覧ください。

【日時】　９月１３日（土）

　午前９時～正午

　※受け付けは午前８時３０分から

【場所】　市消防防災センター３階

　救急研修室

【募集人員】　３０人程度

【内容】　普通救命講習Ⅰ（観察要領、

　心肺蘇生法、ＡＥＤ使用法）

【受講料】　無料

【申込方法】　電話、ファクシミリ、

　電子メール

　※ファクシミリ、電子メールの場

　合は、申込書に住所、氏名、生年

　月日、電話番号を記入の上、普通

　救命講習受講希望と明記してくだ

　さい。

　※申込書は、市消防署救急係と各

　出張所にあります。また、市ホー

　ムページからもダウンロードでき

　ます。

【申込期限】　９月１０日（水）

【その他】　 ▼講習修了後、普通救命

　講習修了証を交付します。 ▼講習

　は実技が主体です。運動に適した

　服装で参加してください。

【申し込み・問い合わせ】

　市消防署　救急係

　緯 0220（22）2119

　胃 0220（22）1905

　死 syobosyo@city.tome.miyagi.

　jp

第19回  長沼レガッタ

【日時】　９月７日（日）

　午前９時２０分競技開始

【場所】　長沼ボート場

【競技種目】

　①ナックルフォア

　②カヌー

【問い合わせ】　迫体育館

　緯 0220（22）2323
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この書は初代東京市長であった尾崎 行  雄 
ゆき お

によるものです。この書には面白いエピ

ソードが隠れています。はじめ 雅  号 （本名
が ごう

以外につける風雅な名）を「学堂」と称し

ていたそうですが、大同団結運動という

藩閥政府を攻撃した事件を起こしたこと

から政府の発した保安条例(自由民権運動

を弾圧するため、秘密の集会・結社を禁じ

た)によって東京退去を命じられ、このと

き「道理が引っ込む時勢を 愕 く」と言い、
おどろ

 愕  然 となったことから雅号を「愕堂」に変
がく ぜん

更したと言われています。そんな時期に

戊辰の役で敗れた最後の佐沼城主、亘理

 隆  胤 に出会い送ったのでしょうか。書に
たか たね

見える「亘理君属」の「属」とは、同じよ

うな立場の仲間という意味があり、行雄

３４歳の 癸巳 （明治２６年）に書かれていま
みずのとみ

す。

　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）
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し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
弟
で
あ
る
小
次

郎
を
伊
達
家
の
藩
主
に
し
よ
う
と
し
て
い
た

母
は
、
出
陣
を
祝
う
う
た
げ
を
装
っ
て
、
毒

殺
を
企
て
ま
す
が
失
敗
し

ま
す
。

　
小
田
原
参
陣
を
目
前
に
、

政
宗
・
小
次
郎
、
両
派
の

対
立
が
明
ら
か
に
な
り
、

政
宗
は
藩
内
の
意
志
を
統

一
し
よ
う
と
、
「
そ
ち
に

罪
は
な
い
が
、
母
の
罪
を

問
う
事
は
で
き
ぬ
」
と
自

ら
の
手
で
小
次
郎
を
手
打

ち
に
し
ま
す
。

　
小
次
郎
の
遺
体
は
、
伊

達
家
の
領
地
で
あ
っ
た
福

島
県
内
の
寺
に
埋
葬
さ
れ

ま
し
た
が
、
後
の
国
替
え

に
よ
っ
て
、
旧
葛
西
氏
・

大
崎
氏
の
領
地
が
与
え
ら

れ
、
横
山
の
地
を
母
の
化

粧
領
地
と
定
め
た
際
に
、

こ
の
地
に
改
葬
さ
れ
ま
し

た
。
（
津
山
町
史
参
考
）

【日時】　9月21日（日）

　１１:００～１２:００

【場所】　東和町米川地区

　八幡神社出発

【内容】　騎馬先陣、道中奉

　行、天狗と獅子、稚児行

　列など、総勢100人で繰り

　広げられる行列

【問い合わせ】　

　東和総合支所

　　地域生活課

　　　緯 ０２２０（５３）４１１１

とよま秋祭とよま秋祭りり

東東和和

綱木之里大名行綱木之里大名行列列

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【２０日・宵祭り【２０日・宵祭り】】▲▲

薪薪能能　

伝統芸能伝承館「森舞台　伝統芸能伝承館「森舞台」」

　１７:０１７:０００～～２０:０２０:０００ 全席指定1,500　全席指定1,500～～

2,５00円（※予約制　2,５00円（※予約制））▲▲

小笠原流弓小笠原流弓術術　

教育資料館前庭　教育資料館前庭　１４１４:００:００～～１５１５:００:００

【【２１日・本祭２１日・本祭りり】】▲▲

山車・みこし・武者行山車・みこし・武者行列列　

町内中心部（寺池地区　町内中心部（寺池地区））

１０:０　１０:０００～～▲▲

五葉山火縄銃鉄砲隊演五葉山火縄銃鉄砲隊演武武　

登米交通公　登米交通公園園

１　１１１:３:３００～～▲▲

神楽大神楽大会会　

伝統芸能伝承館「森舞台　伝統芸能伝承館「森舞台」」

　１１５５:０:０００～～１８１８:０:０００

【【問い合わ問い合わせせ】】　

登米総合支所地域生活　登米総合支所地域生活課課

　　緯緯０２２０（５２）５０５ ０２２０（５２）５０５１１
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